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かまくら館に梵天を
展示しています

　雪国・横手にも待望の春が到来しました。春の花といえば
桜ですが、桜が開花すると一気に春めいてきて、華やかな気
持ちになります。今年のこの地方の開花は４月15日から20日
ごろ（３月18日現在）と予想されていますが、市内の桜名所で
も例年のように『さくらまつり』が開催されます。春の訪れと
横手の季節の豊かさを感じることのできる各地の桜名所に、
ぜひお出かけください。（各会場の開花状況やまつりのイベ
ント内容などに関しては、お問い合わせください）
【横手公園・金沢公園】
　◆期　間／４月15日（水）～26日（日）
　◆問合せ／横手商工会議所□32-1170
【真人公園】
　◆期　間／４月15日（水）～30日（木）
　◆問合せ／増田町観光協会□45-5515
【大森公園】
　◆期　間／４月15日（水）～５月２日（土）
　◆問合せ／大森町観光協会□26-2117

　かまくら館１階のサンルーム
に、今年の梵天コンクールで上
位に入賞した２本の梵天が展示
されています。これは、横手の
梵天のＰＲのため、絢爛豪華な
梵天を間近で見てもらおうと展
示しているものです。
　また、かまくら館には１年を
通じてかまくら気分が味わえる
ファンタジックギャラリーや、
横手の名産とお土産品を取りそろえた売店もありますので、
ぜひこの機会に足を運んでみてください。
◆梵天展示／信和会（梵天コンクール１等）、栄友和会（同２等）
　　　　　　の２本（常時展示しています）
【ファンタジックギャラリー（かまくら展示室）】
◆開館時間／午前９時～午後５時
◆入 館 料／４館共通入場券 100円（かまくら展示室のほか、
　　　　　　後三年の役金沢資料館、石坂洋次郎文学記念館、
　　　　　　横手城展望台に入場できます）
◆問 合 せ／かまくら館□33-7111

桜名所のさくらまつり
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■一般会計補正額・・・・・・・・・・・２６億１，８７６万８千円
　◎主な補正予算
　　○生活バス路線運行費補助事業・・・　　　４，２０５万５千円
　　○保呂羽地区多目的交流施設整備事業　　　５,０００万０千円
　　○大雄交流研修館機能拡充事業・・・　　　２,９３６万９千円
　　○くらしっくロード整備事業・・・・　　　１,２００万０千円
　　○定額給付金給付事業・・・・・・・１６億６,５５２万３千円
　　○子育て応援特別手当支給事業・・・　　　４,２７３万６千円
　　○上水道事業繰出金・・・・・・・・　　　５,８００万０千円
　　○資源循環型農業推進事業・・・・・　　　１,６３５万９千円
　　○園芸施設整備事業・・・・・・・・　　　５,５５０万０千円
　　○金融対策費・・・・・・・・・・・　　　３，９６６万３千円
　　○地域総合整備資金貸付事業・・・・　１億６，０００万０千円
　　○くらしのみちづくり事業・・・・・　１億４,０００万０千円
　　○統合公園整備事業・・・・・・・・　  　５，０００万０千円
　　○横手駅前活性化対策費・・・・・・　１億１，７９４万９千円
　　○除雪費・・・・・・・・・・・・・　　　５,６００万０千円
　　○山内中学校改築事業・・・・・・・　３億６,１２２万５千円
　　○体育施設改修費・・・・・・・・・　　　９,８９８万５千円
　　○財政調整基金積立金・・・・・・・　５億５,１９５万９千円

■補正後の予算総額・・・・・・・・・５２１億６，９４１万２千円

今議会に提案された主な一般会計補正予算
　

市
町
村
合
併
か
ら
４
年
目
を
迎

え
、
こ
の
間
、
８
地
域
の
個
性
を

尊
重
し
、
地
域
の
特
徴
や
思
い
を

施
策
に
生
か
せ
る
よ
う
「
元
気
の

出
る
地
域
づ
く
り
事
業
」
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
農
業
を
基
本
に

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目

指
し
、
「
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
挑
戦
し
、「
作
る
農
業
」

か
ら
「
売
れ
る
農
業
」
へ
の
転
換

に
取
り
組
み
、
高
速
通
信
網
の
拡

大
や
携
帯
電
話
の
不
感
地
の
解
消

に
努
め
ま
し
た
。
地
域
の
将
来
を

託
す
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
学
校

教
育
環
境
を
整
備
す
る
方
針
を
決

定
し
、
１
５
７
億
円
の
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
一
方
、
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
撤
退
や
企
業
誘
致
の

実
績
を
残
せ
な
い
状
況
が
続
き
、

組
織
内
の
不
祥
事
を
防
げ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
反
省
点
も
多
く
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
「
幸
せ
な
地
域
社

会
」
の
実
現
の
た
め
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
を
設
置

し
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
枠
の
拡

大
、
市
の
直
接
雇
用
、
事
業
の
前

倒
し
発
注
等
の
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。
21
年
度
も
市
の
直
接
雇
用
な

ど
を
継
続
し
、
中
小
企
業
振
興
資

金
の
利
子
補
給
期
間
の
２
年
か
ら

３
年
間
へ
の
延
長
、
新
規
雇
用
奨

励
助
成
金
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
産
業
振
興
策
で
は
、
農
業

経
営
安
定
対
策
の
た
め
融
資
事
業

の
創
設
や
、
商
店
の
店
舗
改
装
費

用
を
補
助
す
る
「
魅
力
あ
る
お
店

づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
離
職
者
の
就
業
相
談

や
就
農
に
向
け
た
支
援
も
行
い
ま

す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
産
業

振
興
や
雇
用
創
出
は
目
標
ど
お
り

に
進
ん
で
お
ら
ず
、
地
域
経
済
の

縮
小
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
解

決
の
糸
口
と
し
て
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
21
年
か
ら

積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。
本
市
の

魅
力
を
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
魅

力
を
再
確
認
し
、
誇
り
を
も
て
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
、
多
く
の
人

が
集
い
、
交
流
す
る
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
、
21
年
度
は
「
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
祭
典
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

in
横
手
」
の
支
援
や
「
釣
り
キ
チ

三
平
」
の
映
画
化
を
契
機
と
し
た

観
光
振
興
な
ど
、
民
間
と
の
協
働

で
行
う
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

補
助
金
制
度
の
見
直
し
は
、
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
に
検
討
い

た
だ
い
た
提
言
を
尊
重
し
、
市
の

指
針
を
ま
と
め
、
基
準
を
明
確
に

し
て
補
助
金
の
交
付
期
間
を
原
則

５
年
と
し
、
継
続
は
審
査
制
度
に

よ
り
判
断
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
三
セ
ク
タ
ー
と
市
直
営
公
共
温

泉
施
設
は
、
関
係
職
員
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
見
直
し
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
21
年
度
中
に
は

施
設
運
営
の
基
本
方
針
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
直
後
の
激
変
緩

和
策
と
し
て
、
各
地
域
の
意
見
の

市
政
へ
の
反
映
と
市
民
と
の
協
働

推
進
を
目
的
に
、
平
成
22
年
３
月

末
ま
で
地
域
自
治
区
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
昨
年
11
月
の
地
域
協
議

会
懇
談
会
で
は
「
各
地
域
の
特
性

を
認
識
し
、
市
民
の
声
を
直
接
市

政
に
反
映
さ
せ
る
地
域
自
治
区
や

地
域
協
議
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
守
る
役
割
を
担
う
」
な
ど
の
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
民

と
の
協
働
、
連
携
に
よ
る
市
政
の

運
営
の
た
め
、
地
域
自
治
の
望
ま

し
い
方
向
性
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
末
で
廃
止
さ
れ
た
バ

ス
路
線
の
う
ち
、
３
路
線
で
乗
合

バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
代

替
運
行
を
試
験
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
昨
年
末
に
は
沿
線
住
民
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

地
域
公
共
交
通
会
議
で
経
路
の
延

長
や
停
留
所
の
設
置
な
ど
が
決
定

さ
れ
、
４
月
か
ら
の
本
格
運
行
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各

年
齢
層
を
対
象
に
健
診
事
業
や
健

康
教
育
等
を
推
進
し
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
・
改
善
に
向
け
、
食
事

や
栄
養
な
ど
の
健
康
指
導
・
相
談

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
健
診
項
目

に
歯
周
疾
患
と
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
健

診
を
加
え
、
特
定
健
診
や
各
種
が

ん
検
診
と
合
わ
せ
て
、
多
く
の
市

民
が
受
診
す
る
よ
う
周
知
を
図
り

ま
す
。
妊
婦
健
診
で
は
公
費
負
担

回
数
を
増
や
し
、
安
心
し
て
妊
娠

や
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
心
の
健
康
づ
く
り
と
自
殺

予
防
対
策
も
、
新
た
に
３
地
域
で

意
識
調
査
を
進
め
、
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
重
点
施

策
と
し
て
、
働
き
盛
り
世
代
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
、
要
介
護
状

態
の
主
要
因
で
あ
る
転
倒
骨
折
の

予
防
に
力
を
入
れ
ま
す
。
「
一
家

に
一
台
の
血
圧
計
」
を
合
い
言
葉

に
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定
の
普
及

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
等
の

転
倒
骨
折
の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
膝
痛
緩
和
の
た
め
、
す
べ

て
の
健
康
の
駅
で
『
膝
痛
ら
く
ら

く
体
操
』
を
実
施
し
、
普
及
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対
策

の
加
入
数
は
、
集
落
営
農
74
組
織
、

認
定
農
業
者
７
９
９
戸
と
約
４
割

の
集
積
率
と
な
り
、
目
標
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。
21
年
度
も
県

や
Ｊ
Ａ
と
組
織
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
法

人
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
農

家
の
経
営
支
援
の
た
め
、
低
利
で

融
資
を
受
け
ら
れ
る
農
業
経
営
安

定
化
対
策
事
業
を
創
設
し
、
農
業

所
得
向
上
に
向
け
て
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
集
落
営
農
・
認

定
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

　

県
か
ら
配
分
さ
れ
た
21
年
産
米

の
生
産
目
標
は
前
年
比
７
４
５
㌧
、

１
・
２
％
減
で
、
こ
れ
を
受
け
て

目
標
面
積
５
，
４
０
０
㌶
、
配
分

率
35
・
47
％
で
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
21
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
水
田
等
有
効
活
用
促
進

対
策
で
は
、
米
粉
や
飼
料
用
米
な

ど
の
新
規
需
要
米
や
大
豆
な
ど
の

作
付
け
拡
大
に
支
援
が
行
わ
れ
る

た
め
、
集
落
座
談
会
等
を
通
じ
て

周
知
を
図
り
ま
す
。

　

新
た
な
企
業
誘
致
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

繋
が
り
を
有
効
に
生
か
し
、
地
元

企
業
の
経
営
改
善
や
受
注
活
動
の

強
化
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。
商

業
振
興
で
は
、
商
店
街
振
興
の
た

め
の
取
り
組
み
や
商
工
団
体
等
の

イ
ベ
ン
ト
事
業
を
支
援
し
、
地
域

の
活
性
化
や
賑
わ
い
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

　

第
18
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
を
、

７
月
24
日
か
ら
３
日
間
、
当
市
で

開
催
し
ま
す
。
「
川
が
は
ぐ
く
む

『
ひ
と
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
』
」
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
市
区
町
村
長
に

よ
る
サ
ミ
ッ
ト
会
議
、
矢
口
高
雄

氏
の
講
演
、
児
童
生
徒
の
研
究
発

表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
川
に
親
し

む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

東
西
自
由
通
路
や
橋
上
駅
舎
の

建
設
の
た
め
、
３
年
間
の
施
工
協

定
と
21
年
度
の
年
度
協
定
を
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
結
び
、
仮
駅
舎
等
の
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
市
街
地

再
開
発
で
は
、
北
都
銀
行
横
手
駅

前
支
店
の
解
体
工
事
や
公
共
公
益

施
設
棟
と
商
業
施
設
棟
の
建
築
工

事
が
予
定
さ
れ
、
各
棟
の
建
築
工

事
が
順
調
に
進
む
よ
う
、
再
開
発

組
合
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
簡
易
水
道
を
上
水

道
に
統
合
す
る
た
め
、
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
改
正
を

提
案
し
て
お
り
、
21
年
度
か
ら
企

業
会
計
に
統
合
し
て
水
道
事
業
を

進
め
ま
す
。
今
後
も
安
全
で
お
い

し
い
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、

さ
ら
に
効
率
的
な
運
営
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

21
年
度
の
公
共
下
水
道
整
備
は
、

横
手
地
域
で
は
安
田
原
、
八
王
寺
、

朝
日
が
丘
、
石
町
、
三
枚
橋
地
区
、

増
田
地
域
は
上
川
原
地
区
、
平
鹿

地
域
は
三
島
地
区
、
十
文
字
地
域

は
下
沖
田
、
古
内
地
区
で
の
整
備

を
予
定
。
集
落
排
水
事
業
で
は
、

横
手
地
域
の
金
沢
地
区
の
事
業
計

画
が
、
21
年
度
当
初
に
事
業
採
択

の
見
込
み
で
、
実
施
設
計
に
着
手

し
ま
す
。
浄
化
槽
事
業
で
は
、
個

人
設
置
型
１
２
０
基
、
市
設
置
型

31
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

横
手
病
院
は
、
増
改
築
事
業
が

本
格
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
診
療

を
行
い
な
が
ら
の
工
事
の
た
め
、

来
院
者
や
近
隣
へ
の
配
慮
と
、
工

事
の
安
全
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。
大
森
病
院
で
は
、
引
き

続
き
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

が
一
体
と
な
っ
た
地
域
包
括
医
療

の
推
進
と
、
健
康
の
丘
お
お
も
り

の
各
施
設
の
連
携
強
化
に
努
め
ま

す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

健
康
づ
く
り
の
推
進

健
康
づ
く
り
の
推
進

健
康
の
駅
事
業

健
康
の
駅
事
業

農
業
振
興

農
業
振
興

米
の
生
産
調
整

米
の
生
産
調
整

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト

商
工
業
振
興

商
工
業
振
興

緊
急
雇
用
・
経
済
対
策

緊
急
雇
用
・
経
済
対
策

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革

横
手
駅
周
辺
地
区
の
整
備

横
手
駅
周
辺
地
区
の
整
備

水
道
事
業

水
道
事
業

市
立
病
院
事
業

市
立
病
院
事
業

地
域
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通

地
域
自
治
の
今
後
の
方
向
性

地
域
自
治
の
今
後
の
方
向
性

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

雇用確保と産業振興に
　全力を注ぐ
雇用確保と産業振興に
　全力を注ぐ

【市議会３月定例会　平成21年度施政方針・平成20年度一般会計補正予算】

横手市議会３月定例会が２月23日から３月
19日までの日程で開催されました。開会に
あたり、五十嵐市長が行った『平成21年度
施政方針』の中から、市民の皆さんに関わ
りの深い内容を中心に抜粋してお知らせし
ます。（市のホームページに全文を掲載し
ています）
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市税
83億6,009万円
【17.7％】

地方交付税
192億円
【40.6％】

国庫支出金
39億4,154万円
【8.3％】

県支出金
35億5,386万円
【7.5％】

市債
55億0,080万円
【11.6％】

その他（交付金など）
18億5,800万円
【4.0％】

繰入金など
48億7,771万円
【10.3％】

●一般会計予算の状況（歳入）
　市税では、世界的不況の影響による法人市民税および個人市
民税の課税所得の落ち込みと、固定資産税で３年に一度行われ
る評価替えに伴う土地や家屋の評価額の減額により、総額では
前年度と比較して4億4,110万円、率にして5.0％減となってい
ます。
　地方譲与税では、自動車販売の不振や、道路特定財源の一般
財源化に伴い地方道路譲与税から名称変更となった地方揮発油
譲与税と自動車重量譲与税などで、前年度と比較して、10.5％
減の7億5,700万円を見込んでいます。
　地方交付税では、普通交付税が生活防衛のための緊急対策の
追加などのため、前年度と比較して、額で8億円、率にして4.6
％増額の182億円。また、地方交付税算定の国税財源不足を振り
替える措置として発行される臨時財政対策債は30.9％増の17億
2,000万円となっています。
　このような状況の中で、財源不足を補うために財政調整基金
からは6億円を繰り入れて収支の均衡を図りました。

●一般会計予算の状況（歳出）
　義務的経費では、前年度と比較して、人件費は1.5％増の104億6,174
万円、扶助費は障がい者福祉費や児童手当費の増などにより0.8％増の
66億7,047万円、公債費は3.7％減の80億6,761万円となり、義務的経費
全体では0.4％減となっています。
　投資的経費である普通建設事業については、前年比6 . 5％減の57億
7,980万円となっています。
　また、緊急雇用・経済対策として、市による直接雇用事業の実施、中
小企業振興資金の利子補給期間を２年から３年への延長、新規雇用奨励
助成金など、総額2億6,601万を予算化しています。

※『義務的経費』とは、地方公共団体の歳出のうち、その支出が義務づけ
　られ、任意に削減できない経費をいいます。

災害復旧費
58円

総務費
46,566円

議会費
3,062円

民生費
112,105円

衛生費
49,758円

労働費
2,447円

農林水産業費
23,311円

土木費
58,354円

商工費
17,890円

消防費
16,718円

教育費
43,908円

借
金

公債費
78,462円

諸支出金
6,968円

予備費
333円

　平成21年度の予算は、悪化する雇
用情勢などに対応するため、雇用・
経済・生活対策に重点を置いて編成
されました。
　分権型（枠配分型）予算編成作業
により、各部局がそれぞれの責任の
中で事業の優先度を見極めつつ、行
政サービスの確保と喫緊の課題に対
応した予算となっています。
　新年度の予算について、その概要
をお知らせします。

472億9,200万円
歳入歳出総額

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

7億5,700万円
8億2,000万円
1億4,000万円
   8,900万円
   2,500万円
   1,500万円
     700万円
     300万円
     200万円

【内訳】その他（交付金など）

繰入金
諸収入
繰越金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入

 6億7,666万円
23億0,229万円
 6億8,128万円
 5億7,515万円
 5億2,331万円
 1億1,902万円

【内訳】繰入金など

【内訳】市税

●
一
般
会
計
歳
入

●
一
般
会
計
歳
出

議会費
労働費
災害復旧費
諸支出金
予備費

3億1,479万円
2億5,163万円

600万円
7億1,651万円
3,426万円

【内訳】議会費ほか

【性質別歳出】

積立金
維持補修費
予備費

4億2,391万円
1億8,304万円
3,426万円

【内訳】その他（積立金など）

【目的別歳出】市民一人当たりの予算額
459,940円

人口102,822人で計算（平成21年2月末日・住民基本台帳調べ）

市税総額
83億6,009万円

歳出総額
472億9,200万円

自主財源
【28.0％】依存財源

【72.0％】

個人市民税
28億1,377万円
【33.7％】

軽自動車税
2億1,992万円
【2.6％】

たばこ税
5億2,909万円
【6.3％】

その他（入湯税など）
8,217万円
【1.0％】

固定資産税
41億2,552万円
【49.3％】

法人市民税
5億8,962万円
【7.1％】

総務費
47億8,804万円
【10.1％】

民生費
115億2,683万円
【24.4％】

教育費
45億1,466万円
【9.5％】

公債費
80億6,763万円
【17.1％】

議会費ほか
13億2,319万円
【2.8％】

消防費
17億1,895万円
【3.6％】

土木費
60億0,009万円
【12.7％】

衛生費
51億1,626万円
【10.8％】

商工費
18億3,949万円
【3.9％】

農林水産業費
23億9,686万円
【5.1％】

人件費
104億6,174万円
【22.1％】

その他（積立金など）
6億4,121万円
【1.3％】

物件費
65億4,323万円
【13.8％】

補助費等
29億5,447万円
【6.2％】

操出金
40億4,470万円
【8.6％】

投資・出資・貸付金
21億2,877万円
【4.5％】

扶助費
66億7,047万円
【14.1％】

公債費
80億6,761万円
【17.1％】

普通建設・災害復旧費
57億7,980万円
【12.3％】

義務的経費
【53.3％】

投資的経費
【12.3％】

■平成21年度予算のあらまし

平成21年度予算のあらまし

市の予算総額 831億円
■一般会計　472億9,200万円
■特別会計　272億3,845万円
■企業会計　 85億6,092万円

■地方交付税　市が自主性を損な
　わず一定の行政水準を保つため
　に必要な経費に対し、国が一定
　の基準で所要額を算定し、市の
　税収入を超える額（財源不足額）
　を基礎に交付
■市債　公共施設整備などの事業
　を行うために国や県、金融機関
　などから借りるお金（借金）
■公債費　市債の元金や利子、一
　時借入金の利子などの返済にあ
　てられる費用
■扶助費　福祉医療費や児童手当、
　老人保護措置費など福祉に関す
　る経費　
■物件費　賃金や交際費、委託料、
　使用料などの消費的な経費

●用語解説
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●平成21年度一般会計および特別会計等予算
（単位：千円）

　

市
の
基
金
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
な
ど
、
24
の
基
金

が
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に

使
わ
れ
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
推
移
を

見
て
み
る
と
、
合
併
直
後
の
財
政
需
要
の

急
増
な
ど
で
平
成
19
年
度
で
の
取
崩
額
が

大
き
く
、
年
度
末
の
残
高
が
極
端
に
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
表
①
）
。

　

平
成
20
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残

高
見
込
み
は
、
28
億
５
，
２
５
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
で
は
積
立
額
を
上
回
る
取

崩
額
に
よ
り
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
、

年
度
末
残
高
は
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

し
か
し
、
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う

た
め
に
は
一
定
以
上
の
基
金
残
高
の
確
保

が
必
要
と
な
る
た
め
、
継
続
的
に
行
政
コ

ス
ト
や
事
業
の
ペ
ー
ス
配
分
・
優
先
順
位

を
見
極
め
、
計
画
的
に
積
み
立
て
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
運
営
に
お
い
て
市
債
（
借
金
）
は
、

長
期
に
わ
た
っ
て
市
民
に
活
用
し
て
も
ら

う
道
路
や
施
設
を
作
る
場
合
に
は
、
負
担

を
広
範
囲
な
年
代
に
分
散
さ
せ
る
役
割
も

持
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
借
金
を
重

ね
て
良
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
に
年

次
的
に
市
債
残
高
の
総
額
を
減
ら
し
、
財

政
規
模
に
合
っ
た
適
正
な
借
入
残
高
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
（
表
②
）
。

横
手
市
の
財
政
状
況

横手市の財政の健全性は？
～平成19年度決算の数値をもとに～

■平成21年度予算のあらまし

①一般会計

特別会計（②～　）計

②国民健康保険特別会計

③老人保健特別会計

④介護保険特別会計

⑤横手町四町財産区特別会計

⑥境町財産区特別会計

⑦横手地域財産管理特別会計

⑧前郷地区特別会計

⑨西成瀬財産区特別会計

⑩醍醐財産区特別会計金

⑪里見財産区特別会計

⑫福地財産区特別会計

⑬舘合財産区特別会計

⑭介護老人保健施設特別会計

⑮居宅介護支援事業特別会計

⑯指定通所介護事業特別会計

⑰前郷墓園造成事業特別会計

⑱平鹿地域簡易水道事業特別会計

⑲雄物川地域簡易水道事業特別会計

⑳大森地域簡易水道事業特別会計

　十文字地域簡易水道事業特別会計

　山内地域簡易水道事業特別会計

　下水道事業特別会計

　集落排水事業特別会計

　浄化槽市町村整備推進事業特別会計

　土地区画整理事業特別会計

　地域包括支援センター事業特別会計

　特別養護老人ホーム特別会計

　障害者支援施設特別会計

　市営温泉施設特別会計

　後期高齢者医療特別会計

　介護サービス事業特別会計

企業会計（　～　）計

　病院事業会計

　水道事業会計

合　計（①～　）

47,292,000
27,238,455
11,712,780
25,423

7,893,971
1,354
0
25

3,199
12,375
713
1,300
240
1,300
460,681

0
76,802

0
0
0
0
0
0

3,459,661
427,366
66,312
294,016

0
791,698
258,127
778,231
949,860
23,021

8,560,917
6,764,162
1,796,755
83,091,372

47,212,000
27,802,713
10,712,955
1,071,530
6,833,429
3,545
1,813
25

3,971
3,225
581
1,200
370
1,600
464,273
9,320
73,327
32,560
108,368
158,954
84,986
27,124
202,168
3,172,836
416,217
80,043
402,437
20,887

1,870,592
257,319
791,431
995,627

0
8,092,933
6,579,716
1,513,217
83,107,646

80,000
△564,258
999,825

△1,046,107
1,060,542
△2,191
△1,813

0
△772
9,150
132
100
△130
△300
△3,592
△9,320
3,475

△32,560
△108,368
△158,954
△84,986
△27,124
△202,168
286,825
11,149
△13,731
△108,421
△20,887

△1,078,894
808

△13,200
△45,767
23,021
467,984
184,446
283,538
△16,274

廃止

　特別会計へ統合

廃止

　企業会計へ統合

　企業会計へ統合

　企業会計へ統合

　企業会計へ統合

　企業会計へ統合

　特別会計へ統合

新規

22

21

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

32

32

32

33

33

34

34

34

34

34

34

34

34

会　計　名 平成21年度当初 平成20年度当初 比　　較 備　　考

表①【基金の推移】

表②【借金の推移】

財政調整基金

減債基金

その他の基金

合　計

区　　　分

市債残高（普通会計ベース）

平成17年度末

646億4,176万円

平成18年度末

637億2,737万円

平成19年度末

621億7,709万円

平成20年度末見込み

584億4,142万円

28億2,038万円

4,798万円

35億4,447万円

64億1,283万円

40億2,984万円

5,742万円

28億454万円

68億9,180万円

31億404万円

6,535万円

30億6,031万円

62億2,970万円

6億円

1,933万円

6億1,933万円

1,080万円

632万円

4億4,671万円

4億6,383万円

28億5,254万円

6,560万円

31億5,255万円

60億7,069万円

22億6,334万円

7,192万円

35億7,993万円

59億1,519万円

平成20年度末
残高（見込み）

平成17年度末
残　高

平成18年度末
残　高

平成19年度末
残　高 年度末残高（見込み）取崩予定額 積立予定額

平成21年度
区　分

※『減債基金』とは、将
　来の借金の返済に役
　立てるための貯金。

●財政体力を示す【財政力指数】…横手市は『0.37』
　自治体の人口や面積などに応じ標準的に
かかるお金に対して、自主的な収入（市税
や各種使用料など）がどの程度あるかを示
す指標です。数値が『１』であれば100％
自主的な収入で行政運営ができることにな
ります。横手市は『0.37』ですので、市の
運営を自らの収入で賄える分は37％しかな
いことが分かります。グラフのとおり、秋
田県内は全国平均に比べほとんどが下回っ
ており、厳しい状況が伺えます。

●財政自由度のバロメーター【経常収支比率】
　　　　　　　　　　　　　　　…横手市は『94.4』
　市の税金や地方交付税など、毎年決まって入ってくるお金
に対して、人件費や施設の維持費など毎年
決まって出て行くお金がどの程度の割合に
なるかを示す指標です。数値が『100』の場
合、決まって入ってくるお金の全てが決ま
った支出として出て行くため、その年に自
由に使えるお金はゼロということになりま
す。横手市は『94.4』と高くなっており、
財政運営における自由度が低く、厳しい状
況が分かります。構成比においては人件費、
公債費の割合が高くなっています。

●体力以上の借金負担が無いかをチェックする
　　　　　　　【実質公債比率】…横手市は『19.5』
　市の税金や地方交付税など、毎年決まって入ってくるお金
に対して、借入金（市債）の返済にあてた経費（公債費）が
どの程度の割合になるかを示す指標です。
チェックの目安としては、国が定めた『18』
という基準を超えると新たな借入に際し国
の許可が必要になるなどの制限が付きます。
『25』を超えると財政健全化計画を策定し
て早期健全化を目指すことになり、さらに
『35』を超えると財政破綻の状態と見なさ
れます。横手市は『18』を超える『19.5』
で、県内においても比較的高い状況となっ
ています。

● ●● ●● ●● ●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ●● ●● ●● ●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

1

0

0.5
横手市 0.37

全国平均
　0.55

秋田県平均
　0.33

100

90

95
横手市 94.4

全国平均
　92.0

秋田県平均
　93.9

20

10

15

横手市 19.5

全国平均
　12.3

秋田県平均
　17.4

基
金（
預
金
）の
推
移

借
金
の
推
移（
普
通
会
計
ベ
ー
ス
）
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■平成21年度予算のあらまし

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業

予
算
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
財
務
部
財

政
課
（　

35
‐
２
１
６
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●

●●●●●●● ●● ●● ●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●

人
に
や
さ
し
く

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

【
生
活
環
境
】

安
心
で

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

【
安
全
生
活
】

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ

　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

【
健
康
福
祉
】

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

　

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

【
産
業
振
興
】

み
ん
な
で
学
び

　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

【
教
育
文
化
】

あ
な
た
の
知
恵
・

　

あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

【
住
民
参
加
交
流
】

●
塵
芥
（
ご
み
）
処
理　
　
　
　
　

７
億
７
５
４
２
万
円

●
し
尿
処
理　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
９
１
３
万
円

●
新
廃
棄
物
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
２
１
万
円

　
　

平
成
24
年
度
か
ら
建
設
予
定
の
統
合
ご
み
処
理
施
設

　
　

整
備
に
係
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
雪
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
億
５
０
８
２
万
円

●
道
路
新
設
改
良　
　
　
　
　
　
　

６
億
７
８
４
８
万
円

　
　

条
里
跡
般
若
寺
線
、
杉
沢
安
本
線
、
横
荘
東
線
、
上

　
　

畑
滝
の
下
線
、
林
崎
下
藤
根
線
な
ど
の
計
24
路
線

●
横
手
駅
前
活
性
化
対
策
事
業　
　

12
億
８
３
６
２
万
円

　
　
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
前
周
辺
活
性
化
の
た
め
市
街
地
再
開
発

　
　

事
業
を
行
い
ま
す
。

●
公
園
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
０
０
万
円

　

横
手
公
園
、
赤
坂
総
合
運
動
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
常
備
消
防
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
４
３
３
万
円

　
　

消
防
車
両
、
救
急
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
必

　
　

要
な
経
費
で
す
。

●
非
常
備
消
防
費　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
３
４
１
万
円

　
　

地
域
を
守
る
消
防
団
活
動
の
経
費
で
す
。

●
消
防
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　

１
億
３
９
３
３
万
円

　
　

防
火
水
槽
の
設
置
や
小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
配
備
、
消

　
　

防
格
納
庫
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
防
災
基
盤
整
備
に

　
　

必
要
な
経
費
で
す
。

●
生
活
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
事
業　

１
億
１
９
３
７
万
円

　
　

生
活
バ
ス
路
線
の
運
行
維
持
に
必
要
な
経
費
の
一
部

　
　

を
バ
ス
事
業
者
へ
補
助
し
ま
す
。

●
代
替
運
行
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
２
５
万
円

　
　

廃
止
バ
ス
路
線
の
う
ち
、
地
域
の
交
通
網
と
し
て
必

　
　

要
な
路
線
に
つ
い
て
市
が
代
替
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

●
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
（
新
）　
　

３
３
６
５
万
円

　
　

阿
気
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付　
　
　

11
億
９
３
２
６
万
円

　
　

障
が
い
者
の
施
設
入
所
な
ど
の
介
護
給
付
や
、
就
労

　
　

支
援
の
た
め
の
訓
練
給
付
を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
事
業　
　
　
　
　
　

５
億
８
２
６
０
万
円

　
　

食
の
自
立
支
援
事
業
、
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

　
　

業
、
雪
下
ろ
し
雪
よ
せ
支
援
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ

　
　

ッ
サ
ー
ジ
助
成
事
業
な
ど
、
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉

　
　

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
児
童
福
祉
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

43
億
１
６
５
万
円

　
　

児
童
手
当
・
育
児
手
当
・
出
産
祝
金
等
の
支
給
、
公

　
　

立
保
育
所
や
私
立
保
育
所
の
運
営
費
、
学
童
保
育
、

　
　

一
時
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
子
育
て
世
帯
の
就
労
支

　
　

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
や
学
童
保
育
な
ど

　
　

の
児
童
福
祉
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
４
６
４
万
円

　
　

健
康
診
査
、
が
ん
検
診
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
事

　
　

業
な
ど
、
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
７
６
万
円

　
　

乳
幼
児
健
診
や
妊
産
婦
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
健
康
の
駅
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
２
８
１
万
円

　
　

市
民
の
健
康
増
進
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
内
３
箇
所

　
　

の
健
康
の
駅
事
業
費
で
す
。

●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業　
　
　

７
７
８
９
万
円

　
　

営
農
組
合
等
へ
の
施
設
整
備
補
助
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
秋

　
　

田
ふ
る
さ
と
で
導
入
す
る
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
整
備

　
　

事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
あ
な
た
と
地
域
の
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
２
５
０
万
円

●
中
山
間
地
域
振
興
対
策
費　
　
　
　
　

７
２
０
５
万
円

●『
食
と
農
』か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
事
業　

３
１
０
１
万
円

　
　

地
場
農
産
物
を
介
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
農
業
経
営
安
定
対
化
対
策
事
業
（
新
）　
　
　

１
億
円

　
　

よ
り
早
く
使
い
や
す
い
横
手
市
独
自
の
融
資
制
度
を

　
　

創
設
し
、
農
家
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策（
営
農
活
動
支
援
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
４
４
万
円

●
新
規
就
農
者
支
援
事
業
（
新
・
雇
）　

２
４
０
０
万
円

　
　

新
規
就
農
希
望
者
が
農
業
生
産
法
人
な
ど
で
技
術
習

　
　

得
の
た
め
の
研
修
を
受
け
た
場
合
に
補
助
を
行
い
、

　
　

担
い
手
不
足
の
解
消
、
新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し

　
　

を
図
り
ま
す
。

●
農
地
費
（
基
盤
整
備
関
連
）　
　
　

７
億
２
０
６
万
円

　
　

圃
場
・
農
道
・
用
排
水
整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
や
、

　
　

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
事
業
な

　
　

ど
の
農
村
環
境
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
林
業
振
興
費　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
２
２
１
万
円

　
　

林
道
整
備
事
業
、
造
林
事
業
な
ど
林
業
振
興
の
た
め

　
　

の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
緊
急
雇
用
対
策
事
業
費
（
雇
）　

１
億
２
０
０
１
万
円

　
　

厳
し
い
雇
用
情
勢
に
よ
り
失
業
さ
れ
た
方
へ
の
雇
用

　
　

機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

●
農
商
工
観
連
携
雇
用
創
出
事
業（
新
・
雇
） 

３
４
７
万
円

　
　

緊
急
雇
用
対
策
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

　
　

置
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
金
融
対
策
費
（
雇
）　
　
　
　
　

８
億
３
５
３
３
万
円

　
　

中
小
企
業
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

●
自
動
車
産
業
強
化
事
業　
　
　
　
　
　

１
０
６
５
万
円

●
Ｂ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
横
手
事
業　
　
　

 

５
０
０
万
円

●
十
文
字
中
学
校
統
合
事
業
（
新
）　

７
億
１
５
９
万
円

　
　

十
文
字
地
区
の
２
中
学
校
統
合
の
た
め
、
校
舎
や
体

　
　

育
館
の
増
築
・
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
（
新
）　
　

４
７
１
５
万
円

　
　

中
学
校
統
合
に
伴
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

●
小
中
学
校
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
６
６
６
万
円

　
　

市
内
小
中
学
校
教
諭
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

　
　

と
情
報
端
末
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
情
報
の
共
有
、

　
　

教
育
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
緊
急
教
育
資
金
貸
付
事
業
（
新
・
雇
）　

５
０
０
万
円

●
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
（
新
）　
　

１
６
３
６
万
円

　
　

横
手
南
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
を
行

　
　

い
ま
す
。

●
西
部
中
学
校
統
合
事
業
（
新
）　
　
　

１
３
４
４
万
円

　
　

雄
物
川
・
大
森
・
大
雄
の
西
部
３
地
区
中
学
校
統
合

　
　

の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
給
食
費
保
護
者
負
担
軽
減
対
策
（
新
）
２
８
２
０
万
円

　
　

物
価
高
騰
よ

　
　

り
１
食
あ
た

　
　

り
20
円
の
引

　
　

き
上
げ
相
当

　
　

分
を
、
地
域

　
　

経
済
の
状
況

　
　

を
勘
案
し
市

　
　

が
負
担
す
る

　
　

も
の
で
す
。

●
行
政
経
営
品
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
３
万
円

　
　

行
政
運
営
か
ら
行
政
経
営
へ
転
換
し
、
市
民
に
と
っ

　
　

て
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
組
織
と

　
　

し
て
の
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

●
地
区
会
議
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
７
８
０
万
円

　
　

各
地
区
の
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
、
市
民
自
ら
の
地

　
　

域
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

●『
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
』支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
０
万
円

　
　

市
民
の
主
体
性
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
補
助

　
　

を
行
い
ま
す
。

●
地
域
づ
く
り
活
動
特
別
支
援
事
業　
　
　
　

３
０
０
万

　
　

地
域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

●
安
心
・
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
７
１
万
円

　
　

防
犯
、
地
域
安
全
な
ど
に
関
わ
る
ハ
ー
ド
事
業
を
行

　
　

い
ま
す
。

●
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業　
　
　
　
　

５
１
１
９
万
円

　
　

地
域
特
性
を
生
か
し
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各
地
域

　
　

色
の
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

※
事
業
等
の『（
新
）』は
新
規
事
業
、『（
雇
）』は
雇
用
対
策

　

事
業
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発
酵
文
化
を
全
国
に
発
信

発
酵
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
in
横
手

痛
み
に
悩
む
高
齢
者
が
元
気
を
回
復

腰
痛
・
膝
痛
緩
和
の
た
め
の
健
康
運
動
教
室

未
来
へ
羽
ば
た
く

白
山
小
学
校
閉
校
式

   

  

３
月
14
日
、
市
役
所
南
庁
舎
に

て
『
発
酵
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

in
横
手
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
３
月
に
行
わ
れ

た
『
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
in

横
手
』
を
き
っ
か
け
に
、
発
酵
に

関
わ
る
各
組
織
の
連
携
を
強
化
し
、

全
国
各
地
の
発
酵
文
化
を
発
信
し

よ
う
と
、
市
と
よ
こ
て
発
酵
文
化

研
究
所
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
先
立
ち
、

発
酵
を
切
り
口
に
全
国
で
ま
ち
お

こ
し
に
取
り
組
む
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
に
よ
る
『
全
国
発
酵

の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
』
の
設
立
総
会
を
開
催
。
当

市
を
は
じ
め
、
福
島
県
喜
多
方
市

な
ど
８
団
体
が
参
加
し
、
会
長
に

小
泉
武
夫
・
発
酵
文
化
推
進
機
構

代
表
、
副
会
長
に
五
十
嵐
市
長
と

白
井
英
男
・
喜
多
方
市
長
を
選
任

し
、
活
動
目
的
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
規
約
を
定
め
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
設
立
総
会
後
、
行
わ

れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
会
長
に

就
任
し
た
小
泉
氏
が
『
こ
れ
か
ら

の
発
酵
産
業
』
と
題
し
て
講
演
。

「
21
世
紀
は
発
酵
の
時
代
。
発
酵

は
食
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
や
医

薬
品
開
発
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創

出
な
ど
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
そ
れ
を
先
駆
け
る
自
治

体
は
強
い
」
と
話
し
、
今
回
の
協

議
会
設
立
が
果
た
す
役
割
の
大
き

さ
に
つ
い
て
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
『
よ
り
よ
い

発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
』

を
テ
ー
マ
に
、
発
酵
に
関
わ
る
６

人
が
意
見
を
交
換
。
み
そ
作
り
を

と
お
し
た
食
育
活
動
や
、
地
域
資

源
の
見
直
し
を
図
る
調
査
活
動
な

ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
発
酵
を

絡
め
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
、
会
場
で
は
『
全

国
発
酵
食
品
物
産
展
』
も
開
催
。

市
内
の
漬
物
や
み
そ
な
ど
の
ほ
か
、

ふ
ぐ
の
卵
巣
の
ぬ
か
漬
け
や
、
ふ

な
寿
司
な
ど
、
全
国
各
地
の
特
色

豊
か
な
発
酵
食
品
が
並
び
、
商
品

を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

き
ょ

か

８団体参加のもと、行われた協議会の設立総会

会場内に設けられた、発酵食品の展示・即売コーナー

協議会会長に就任した小泉武夫氏

閉校を惜しむ人で体育館はいっぱいになりました

　

３
月
20
日
、
１
３
０
年
の
歴
史

を
持
つ
白
山
小
学
校
の
閉
校
式
典

が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
児
童
75
人
の
ほ
か
、
保

護
者
や
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど

約
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
阿
部
和
明
校
長
が

「
閉
校
を
常
に
意
識
し
、
地
域
・

児
童
・
教
師
が
共
に
協
力
し
合
い

学
び
合
っ
た
一
年
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
〝
僕
、
私
は
白
山
小
学
校

出
身
で
す
〞
と
胸
を
張
っ
て
言
え

る
よ
う
に
と
、
今
日
ま
で
を
大
切

に
生
活
し
て
き
た
み
な
さ
ん
で
す
。

新
生
・
大
森
小
学
校
で
は
、
白
山

小
で
学
ん
だ
〝
優
し
い
心
〞
を
忘

れ
ず
に
、
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
生

活
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

全
校
児
童
に
よ
る
『
別
れ
の
こ
と

ば
』
で
は
「
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
く
れ
た
白
山
小
学
校
。
み
ん
な

の
思
い
を
心
に
刻
み
、
新
し
い
期

待
と
希
望
を
胸
に
、
未
来
へ
羽
ば

た
い
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
『
は

ば
た
け
鳥
』
を
合
唱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
後
に
は
閉
校
を
惜
し

む
出
席
者
が
校
舎
内
で
写
真
撮
影

す
る
姿
も
見
ら
れ
、
そ
の
愛
着
の

深
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
山
小
学
校
は
明
治
11
年
に
創

立
。
３
月
14
日
に
行
わ
れ
た
卒
業

式
で
は
最
後
の
卒
業
生
12
人
を
送

り
出
し
、
同
校
の
卒
業
生
は
５
３

３
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
は
新
生
・
大
森
小

学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
41
人

が
入
学
す
る
予
定
。
新
入
生
を
含

む
全
校
児
童
２
９
１
人
が
新
し
い

学
び
舎
で
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。

▼
佐
々
木
久
雄
（
福
祉
環
境
部
長
）

▼
髙
橋
榮
美
子
（
福
祉
環
境
部
高
齢

ふ
れ
あ
い
課
介
護
士
副
主
幹
）
▼
高

橋
亮
子
（
福
祉
環
境
部
高
齢
ふ
れ
あ

い
課
介
護
士
主
査
）▼
小
森
孝
代（
福

祉
環
境
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白

寿
園
看
護
師
主
査
）▼
安
田
章
悦（
福

祉
環
境
部
次
長
）▼
伊
藤
眞
輝
子（
福

祉
環
境
部
介
護
老
人
保
健
施
設
老
健

お
お
も
り
副
主
幹
）▼
赤
川
良
子（
福

祉
環
境
部
介
護
老
人
保
健
施
設
老
健

お
お
も
り
看
護
師
主
査
）
▼
得
山
清

（
上
下
水
道
部
水
道
総
務
課
総
務
担

当
総
括
業
務
員
）
▼
佐
藤
正
晴
（
上

下
水
道
部
下
水
道
整
備
課
長
）
▼
斎

藤
一
（
上
下
水
道
部
下
水
道
維
持
課

長
）
▼
小
野
順
一
（
会
計
管
理
者
）

▼
髙
橋
フ
ヂ
子
（
大
森
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
総
括
調
理
員
）
▼
谷
口
賢
悦

（
旭
公
民
館
長
）
▼
加
藤
吉
雄
（
雄

物
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼

高
橋
隆
一
（
増
田
小
学
校
総
括
校
務

員
）
▼
濱
谷
哲
夫
（
山
内
中
学
校
総

括
校
務
員
）
▼
黒
澤
純
一
（
横
手
地

域
局
市
史
編
さ
ん
室
長
）
▼
中
田
洋

子
（
横
手
地
域
局
市
民
課
市
民
担
当

主
査
）
▼
赤
穗
玲
子
（
横
手
地
域
局

福
祉
課
介
護
担
当
主
査
）
▼
山
石
一

実
（
横
手
地
域
局
次
長
）
小
原
幸
三

（
増
田
地
域
局
ま
す
だ
保
育
園
総
括

業
務
員
）
▼
中
澤
誠
一
（
増
田
地
域

局
地
域
維
持
課
長
）▼
鎌
田
勝
美（
平

鹿
地
域
局
地
域
振
興
課
管
財
担
当
副

主
幹
）
▼
石
塚
好
明
（
雄
物
川
地
域

局
次
長
）
▼
中
邑
繁
（
大
森
地
域
局

市
民
福
祉
課
国
保
市
民
担
当
主
査
）

▼
佐
藤
和
子
（
大
森
地
域
局
白
山
保

育
所
保
育
士
主
査
）▼
伊
藤
隆
子（
大

森
地
域
局
産
業
振
興
課
振
興
担
当
主

査
）
▼
菊
地
麗
悦
（
大
森
地
域
局
産

業
振
興
課
振
興
担
当
主
査
）
▼
松
渕

綾
子
（
大
森
地
域
局
産
業
振
興
課
商

工
観
光
担
当
主
査
）▼
織
田
信
夫（
十

文
字
地
域
局
次
長
）▼
藤
原
一
男（
十

文
字
地
域
局
地
域
振
興
課
管
財
担
当

総
括
業
務
員
）
▼
伊
藤
美
紀
子
（
十

文
字
地
域
局
地
域
振
興
課
税
務
担
当

副
主
査
）
▼
佐
藤
禮
子
（
十
文
字
地

域
局
三
重
保
育
所
保
育
士
副
主
幹
）

▼
片
倉
淳
子
（
十
文
字
地
域
局
三
重

保
育
所
総
括
調
理
員
）▼
高
橋
守（
山

内
地
域
局
次
長
）
▼
藤
田
静
子
（
山

内
地
域
局
さ
ん
な
い
保
育
園
長
）
▼

髙
橋
榮
子
（
山
内
地
域
局
さ
ん
な
い

保
育
園
保
育
士
副
主
幹
）
▼
佐
藤
シ

ゲ
子
（
大
雄
地
域
局
地
域
振
興
課
税

務
管
財
担
当
主
査
）
▼
小
棚
木
昭
子

（
大
雄
地
域
局
市
民
福
祉
課
国
保
市

民
担
当
副
主
幹
）
▼
鈴
木
悦
子
（
大

雄
地
域
局
た
い
ゆ
う
保
育
園
長
）

▼
松
原
一
男
（
予
防
課
長
）
▼
照
井

富
雄
（
救
急
課
長
）▼
佐
藤
定
治（
消

防
署
長
）
▼
高
橋
清
巳
（
山
内
分
署

副
分
署
長
）

【
市
立
横
手
病
院
】▼
増
田
綾
美
（
診

療
科
内
科
医
員
）
▼
高
橋
信
夫
（
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
技
師
長
）
▼

藤
井
涼
子
（
看
護
科
看
護
師
）
▼
佐

藤
千
春
（
看
護
科
看
護
師
）
▼
高
橋

希
（
看
護
科
看
護
師
）
▼
三
好
奈
央

（
看
護
科
看
護
師
）

【
市
立
大
森
病
院
】▼
關
和
宏
（
診
療

科
内
科
医
員
）
▼
阿
部
秀
一
（
診
療

科
整
形
外
科
医
員
）
▼
小
松
富
美
子

（
看
護
科
管
理
師
長
）
▼
鎌
田
春
香

（
看
護
科
看
護
師
）

市職員
退職者
平成21年３月31日付

■
消
防
職
員

■
病
院
職
員

平
成
21
年
度
の
組
織
機
構
お

よ
び
職
員
体
制
は
、
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

プールに入る前にしっかりと座学と体操を
して頭と体の準備を整えます

教室も終盤に入り、運動の効果が現れてき
て参加者の表情も明るく楽しそうでした

　　

高
齢
者
の
腰
痛
と
膝
痛
を
緩
和

す
る
た
め
の
健
康
運
動
教
室
が
、

昨
年
７
月
か
ら
３
期
に
わ
た
っ
て

『
え
が
お
の
丘
』
で
開
催
さ
れ
、

延
べ
71
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
る
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ

で
あ
る
転
倒
骨
折
の
予
防
の
た
め
、

日
常
的
な
腰
痛
や
膝
痛
の
緩
和
に

よ
っ
て
、
腰
や
膝
の
痛
み
に
悩
む

方
の
活
動
性
を
回
復
す
る
こ
と
が

ね
ら
い
。
市
健
康
の
駅
が
、
市
内

屈
指
の
温
水
プ
ー
ル
設
備
を
持
つ

『
え
が
お
の
丘
』
と
連
携
し
て
取

り
組
む
健
康
づ
く
り
事
業
で
す
。

　

１
月
６
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
３

期
の
教
室
（
週
１
回
、
全
12
回
）

で
は
、
毎
回
、
座
学
で
そ
の
日
の

運
動
の
ね
ら
い
や
効
果
な
ど
を
確

認
し
た
上
で
、
水
着
に
着
替
え
温

水
プ
ー
ル
へ
と
移
動
。
保
健
師
や

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
の
下
、

腰
や
膝
の
負
担
の
少
な
い
水
中
歩

行
な
ど
で
体
を
動
か
し
、
低
下
し

た
体
力
の
回
復
を
図
る
た
め
の
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

「
腰
や
膝
が
楽
に
な
り
、
行
動

範
囲
が
広
が
っ
て
元
気
に
な
っ
た
」

と
参
加
者
の
評
判
も
上
々
。
市
で

は
、
教
室
を
終
了
し
た
参
加
者
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
整
え
て
い
る
ほ

か
、
健
康
づ
く
り
の
重
点
施
策
と

し
て
今
後
さ
ら
に
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
く
予
定
で
す
。
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平成21年度健（検）診のお知らせ

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診
胃がん検診
子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

５/21・22・25～29、６/1
～5・8～11・25・26・29・30、
７/1～3、９/10・11
8/17～21・24～28・31、9/1
９～10月（詳細は未定）
11/17～20

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診
胃がん検診
子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

４/21～24・27・28・30、
５/１・８・11～15・18・19、
９/16・17
７/１～３・６～10・13～17
８/10・11・17～21・24～28
９/10・11

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診
胃がん検診
子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

７/23・27～31
８/3～7・9・30

６/1～5・8～12、７/23
10/15・19～23・26・27
10/30

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸
がん・前立腺がん・胃がん検診、
胸部検診、肝炎ウイルス検診、生
活習慣病予防健診、骨粗鬆症検診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診

６/2～5・8～12・15～17
７/28

５/29、６/1・18・19・
22～24、７/6

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸
がん・前立腺がん・胃がん検診、
胸部検診、骨粗鬆症検診、肝炎ウ
イルス検診、生活習慣病予防健診
子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診

５/8・11～15・18～22・
25～28

７/7～10・13～17・21

【横手】

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診
胃がん検診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

６/12・15～19・22～26
・29・30
７/１・22
４/13～17・20・21、
９/2～4・7～10
９/10・11・14～18
９/28

【平鹿】

【大森】 健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診
胃がん検診
子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

７/14～17・21・24・27
～31
８/3・4・6・7・24・25
５/11～15・18～22・25～29、６/1
５/18～22・27、６/4・5
６/29・30

【十文字】

【山内】

【雄物川】

【増田】

健（検）診名 健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、胸部検
診、骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検
診、大腸がん・前立腺がん・胃がん・子
宮がん・乳がん検診、卵巣腫瘍検診
大腸がん・前立腺がん・胸部検診、胃が
ん・子宮がん・乳がん検診、卵巣腫瘍検診
生活習慣病予防検診

５/11～13・18～20・25～27
６/1～3・8～10・15～17
・22～24、
７/6～8
７/29～31、８/4・5

８/25

【大雄】

　　　　健（検）診名
特定健診・後期高齢者健診

胸部検診
　　肺がん検診

　　　　　　結核検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
胃がん検診
子宮がん検診
卵巣腫瘍検診
乳がん検診
骨粗鬆症検診
肝炎ウイルス検診
生活習慣病予防健診

　　健（検）診料金
        無料
300円（65歳以上は無料）
        無料
       600円
     1,000円
     1,000円
 1,000円または1,200円
   500円または800円
     1,500円
   600円または800円
       800円
     2,100円

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●健（検）診日程

健（検）診料金　平成21年度の健（検）診を下記の日程で行います。時間
・場所等の詳細については、今年１月の『健（検）診申込
み調べ』で市の健（検）診を希望された方には個別通知を
します。記載内容を確認し、健康手帳・健康保険証等を
持参して健（検）診を受けてください。
　なお、健（検）診料金は右記のとおりですが、下記に該
当する方は無料となります。詳しくは、市福祉環境部保
健衛生課（  35-2185）、または各地域局保健衛生担当へお
問い合わせください。
◆健（検）診料金が無料になる方
　・75歳以上の方
　・生活保護受給世帯で『緊急時医療依頼証』を提示の方
　・65～74歳で『後期高齢者医療被保険証』を提示の方
　・『市民税非課税世帯証明』を提示の方（肝炎ウイルス
　　検診・骨粗鬆症検診のみ）　　　　　

投票時間：午前７時～午後７時
（一部の投票所は午後６時まで）

■当日投票できない方へ
　投票日当日に都合が悪く、どうしても投票に行
　けない場合は、期日前投票をしましょう。
　期　間：４月11日（土）までの毎日
　時　間：午前８時30分～午後８時
　場　所：各地域局庁舎内（大森地域は就業改善
　　　　　センター内、十文字地域はＢ＆Ｇ海洋
　　　　　センター内）の期日前投票所　
　※お住まいの地域に限らず、どこの期日前投票
　所でも投票できます。
■問合せ
　市選挙管理委員会事務局（平鹿庁舎内）　35-2126

平成20年度
明るい選挙啓発
ポスターコンクール
秋田県入選作品

髙　　優希さん
（鳳中学校１年）の作品

一人一人の一票で　拓け秋田の新時代

秋田県知事選挙

４月12日（日）は、秋田県知事選挙
の投票日です。

４/12（日）４/12（日）

定額給付金および子育て応援特別手当の申請受付を開始します　

  ３月下旬から、市民の皆さんに
定額給付金および子育て応援特別
手当の申請書を右の封筒に入れて
送付しています。届きましたら、
申請書に必要事項（申請者名、振
込先の口座番号等）を記載し、関
連書類とともに同封の返信用封筒
でご返送ください。　
　なお、２月２日以降、当市に転
入された市民の方には、２月１日現在で住民登録をして
いた市区町村から関係書類が届きます。
◆返送いただく書類
　・定額給付金申請書 　 全世帯
　・子育て応援特別手当申請書 　 対象世帯のみ　
　・申請書に記載した振込口座の通帳（銀行名、支店名、
　　口座番号）のコピー 　 口座振込受取者
　・申請者確認書類（運転免許証、パスポート等）のコ
　　ピー 　 全世帯　

タクシー利用券の交付方法が変わります
　 人工透析治療のため通院中の腎臓機能障がいの方へ　

  重度の腎臓機能障がいで人工透析治療を受けている方
は、タクシーの基本料金が助成されるタクシー利用券か、
自家用車等で通院している場合にはタクシー券相当額の
現金給付を受けるかの選択ができるようになりました。
  また、市民税非課税世帯の低所得者で人工透析を受け
ている方には、これまでタクシー券が年24枚交付されて
いましたが、今年度からは年48枚まで交付されます。

◆対　象　身体障害者手帳１級から３級までの腎臓機能
　　　　　障がいをもち、人工透析のために週２回以上
　　　　　医療機関に通院している方
◆持参物　○タクシー利用券交付の場合
　　　　　　印鑑、身体障害者手帳
　　　　　○交通費支給（現金給付）の場合
　　　　　　印鑑、身体障害者手帳、特定疾病療養受療
　　　　　　証または自立支援医療受給者証、交通費の
　　　　　　振込先がわかる預金通帳等
　　　　　　※交通費は３か月ごとに支給されます。
◆申込先　各地域局福祉担当課
　
　＊週２回以上通院をしている腎臓機能障がいの方を
　除く身体障害者手帳１級から３級までの方、療育手
　帳がＡの方、精神障害者保健福祉手帳が１級の方は
　これまでどおり、タクシー利用券が交付されます。
　
◆問合せ　市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）　35-
　　　　　2132、または各地域局福祉担当課

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

◆受付窓口　
　基本的に郵送での受付としますが、各地域局窓口に提
　出いただいても構いません。また、４月６日（月）から
　公民館施設等に巡回相談窓口を設置します。詳しい日
　程や会場については、申請書類等に同封していますの
　で、お住まいの地域の会場をご利用ください。
◆問合せ               　
　フリーダイヤル：0120-35-2027（定額給付金等対策本部）
　※フリーダイヤルがつながりにくい場合は、次の担
    当までお問い合わせください。
　  定額給付金について　
　　市経営企画課定額給付金対策担当　35-2164
    子育て応援特別手当について　
　　市子育て支援課児童家庭担当　35-2133
　
　　　　　 ―地域で消費！ふるさとを元気に！―

　定額給付金は、できる限りお住まいの地域（市内）
　で消費し、地域経済の活性化にご協力ください。
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市が行う県からの権限委譲事務について

　手続きの利便性の向上や迅速化につながる県から市への権限委譲事務について、４月から次の事項が追加になり
ました。県と市の役割を見直し、市が自立的・主体的に個性豊かな地域づくりを展開することで、総合的な行政サ
ービスを直接提供することができるようになります。

　　　　　移譲対象事務

育成医療に係る自立支援医療費の
支給認定

第二種社会福祉事業を行う社会福
祉法人（保育所を経営する事業の
みを行う者を除く）の設立の認可

指定障害福祉サービス事業者の指
定

骨関節結核や、そのほかの結核に
かかっている児童に対する療育の
給付の決定

認可外保育施設の設置者等からの
報告の徴収

第二種社会福祉事業を行う社会福
祉法人（保育所を経営する事業の
みを行う者に限る）の設立の認可

畜舎および家きん舎における動物
の飼養等の許可

　　　　　　　　　　　事　務　の　内　容

身体に障がいのある児童に対し、県指定の医療機関で障がいを除去・軽減
し、生活能力を得るための医療給付決定に関する事務を行います。

新たな社会福祉法人の認可および既設社会福祉法人の定款変更の認可に関
する事務を行います。

指定障害福祉サービス事業者の指定を受けるために申請があった場合は指
定し、そのほか指定に係る事項の変更や事業の廃止等の事務を行います。

骨関節結核や、そのほかの結核にかかっている児童に対し、県指定の医療
機関で療育に併せた学習の援助を行うため、必要な医療給付および物品を
支給する給付決定に関する事務を行います。

新たな認可外保育施設の設置届や、既設の認可外保育所からの変更・廃止
等の届出の受理を行うほか、認可外保育施設に対して報告を求めるととも
に立入調査をし、設備または運営に関して必要な措置命令および運営状況
の公表を求める事務等を行います。

新たな社会福祉法人の設立を認可するとともに、既設の社会福祉法人の定
款変更の認可および届出の受理、解散の認可および届出の受理を行うほか、
社会福祉法人からの業務または会計の状況に関する報告を求め、業務およ
び財産の状況を検査し、必要な措置命令等を行います。

指定された区域内で、法律で規定された動物を飼養または収容する場合の
許可事務、施設の立入調査と構造設備の改善命令、許可申請書記載事項の
変更・休廃止届出書の受理等を行います。

　問合先

福祉事務所
社会福祉課
　35－2132

福祉環境部
保健衛生課
　35-2185

福祉事務所
子育て支援課
　35-2133

産業経済部
農政課
　45-5522

育成医療の手続きが市の窓口になります

妊婦健（検）診の費用を全額補助します

　

  育成医療の手続きは、これまで横手保健所で行われて
きましたが、４月から最寄りの各地域局が申請窓口にな
ります。すでに受給している方は、次回の再認定手続き
から地域局窓口で申請をしてください。
◆問合せ　市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）　35-
　　　　　2132、または各地域局福祉担当

　安心・安全に出産できる環境づくりのため、４月から
新規で妊娠届出をされた方の健（検）診費用を、国と市が
全額補助することになりました。これにより、標準的な
妊婦健康診査14回分に、子宮頸がん検査、歯科健康診査
を加えた16枚の健（検）診票が交付されます。
　なお、すでに妊婦健康診査受診票の交付を受けている
方には、４月から公費負担となる追加分の健（検）康診査
票等が、各地域局から交付されます。
◆問合せ　市福祉環境部保健衛生課　35-2185、または各地
　　　　　域局市民福祉課（横手地域局は保健センター）

電子証明書の発行・失効手続きが停止に
　４月10日の午後４時から窓口終了まで

横手地域から大雄地域への配水が開始

　

  公的個人認証サービスに関する機器更改作業のため、
下記の日時に窓口での電子証明書の発行・失効手続きが
できなくなりますので、ご理解願います。
◆日　時　４月10日（金）午後４時から窓口終了まで
◆問合せ　市福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）　35-
　　　　　2176、または各地域局市民担当

　大雄八柏地区に建設してい
た配水池と送水ポンプ施設が
完成し、４月から横手上内町
浄水場から水道水が配水され
ます。この配水開始にともな
い、大雄地域の水道料金は、
６月検針分から横手地域と同
額になります。
◆問合せ　市上下水道部水道配水課（横手庁舎内）　32-
　　　　　2728、または大雄地域局地域維持課　52-3915

４月から『高齢者入浴サービスデー』が始まります！　

　市内入浴施設で、高齢者が利用する際のサービス内容が下記のとおり変更になります。18の入浴施設にて、割引
料金でご利用いただけます。

◆申込方法　各地域局福祉担当課へ専用カードの申請をしてください。
◆持 ち 物  ①印鑑、②本人確認用の健康保険証、運転免許証等
◆問 合 せ  各地域局福祉担当課、または市福祉環境部高齢ふれあい課（大森庁舎内）　35-2134　

市民主体の活動を応援します！ 「みんなが主役のまちづくり活動補助金」受付開始

第４期介護保険事業計画が開始　　介護保険料が変わります

◆補助対象者
　市内の団体等で、新規の活動や既に取り組んでいる活
　動を拡充しようとする場合に補助金を交付します。
◆補助対象経費
　事業費が20万円以上の事業に要する経費を対象としま
　すが、団体等の運営経費、食糧費に相当する経費、そ
　のほか適当でないと認められる経費は、補助対象外と
　なります。
◆補助金額
　①補助率　補助対象経費の２分の１以内
　②限度額　事業１件につき50万円を上限に予算範囲内
　※事業が継続する場合は、事業の自立を促すため、補
　　助金の交付期間を原則３年までとします。

　平成12年にスタートした介護保険の第４期
計画が、４月から始まります。　
　今計画では、健康づくりと介護予防の推進
や地域支えあいネットワークの構築など、高
齢者福祉のさらなる充実を目標に、さまざま
な施策を実施していくことになります。
　なお、今後はサービス利用者の増加や、施
設整備計画等のほか、介護報酬の改定により
介護保険給付費の増加が想定されるため、介
護保険料が右記のとおり改定になります。ま
た、サービス利用時の一割負担金も変更にな
る場合があります。詳しくは、下記へお問い
合わせください。
◆問合せ　市福祉環境部高齢ふれあい課
　　　　　（大森庁舎内）　35-2134

◆補助金の決定方法
　補助金審査会（書類審査、ヒアリング）にて、補助金交
　付の適否および予算の範囲内で補助金額を決定します。
◆受付期間
　前期＝４月１日（水）～30日（木） ４月～９月まで実施分
　後期＝８月３日（月）～31日（月） 10月～翌年３月まで実施分
◆申込方法
　市経営企画課、または各地域局地域振興課で配布して
　いる申請用紙に記入して提出してください。要綱、申
　請用紙は市ホームページからもダウンロードできます。
◆問合せ
　市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎内）　35-2164
　ホームページ  http://www.city.yokote.lg.jp　　

　

　
　市では、市民活動を元気づけ、地域の活性化を図ることを目的に、主体的なまちづくり活動をしている皆さんを
『みんなが主役のまちづくり活動補助金』で支援しています。平成21年度分については、４月から申し込みを受け付
けます。この制度を積極的にご活用いただき、魅力あるまちづくりにぜひご協力ください。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

生活保護受給者および老齢福祉年
金受給者で、世帯全員が住民税非
課税の方

対　象

世帯全員が住民税非課税で、第２
段階に該当しない方

世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の方

住民税課税世帯で、本人が住民税
非課税の方
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が200万円未満の方
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が200万円以上の方

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

保険料割合

基準額×0.50

基準額×0.50

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.50

保険料（年額）

23,300円

23,300円

35,000円

46,700円

58,300円

70,000円

完成した配水施設

【平成21年３月31日まで】 【平成21年４月１日から】

対象年齢

サービス内容

利用対象施設

70歳以上の方

400円まで無料になる高齢者入
浴券を年６回交付
14施設（うち温泉施設12か所）

65歳以上の方（平成21年度は、昭和19
年４月１日以前生まれの方）
専用カードを施設に提示すると、毎月第
２水曜日に入浴料が割引きで利用可能
18施設（うち温泉施設16か所）
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市
長
で
す横

手
市
長
　
五
十
嵐 

忠
悦

100万人目のお客様となった、雄物川町の
佐々木澄子さん（右から２人目）とともに

情報局情報局

ハンドベルサークル「ベルっこ♪ママ」　荒川

　市では、子育てに関する情報を、これから出産・
育児をされる方や現在子育て中の方にわかりやすく
お知らせするために『子育てガイドブック』を発行
しています。
　ガイドブックには、健診や予防接種、子育てに関
する相談窓口、子育て支援サークルの紹介、子ども
の遊び場情報などお役立ち情報が満載です。市では
現在、平成21年度版の作成作業を進めており、完成
次第（４月下旬予定）、小学校入学前の児童がいる全
世帯にお届けする予定です。
　ガイドブックは、第１子を妊娠した方、市外から
転入してきた方へも、届け出があった際に窓口でお
渡ししています。また、市のホームページでも紹介
していますので、ご活用ください。

ご活用ください！
       『子育てガイドブック』

～明るく楽しい子育てと子どもたちの
　　　　　　すこやかな成長を応援します～

市内の子育て支援サークルや団体によるネットワーク会員の
方からのお便りコーナーです。

「タンコブにお砂糖」

子育て

楽しく
明るく！

楽しく
明るく！ ねっと会員通信

子 育 て 支 援 課 ３ ５ ― ２ １ ３ ３

○
３
／
11
…
雪
害
に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ

　

の
た
め
の
地
域
の
防
災
力
向
上
を
目

　

指
す
検
討
会
（
霞
が
関
・
内
閣
府
）

　

こ
の
検
討
会
は
、
有
識
者
な
ど
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
昨
年
９
月
か
ら
本
市

を
含
む
複
数
の
地
域
で
、
雪
に
よ
る
事

故
を
な
く
す
た
め
の
実
証
実
験
と
会
議

を
行
っ
て
き
た
。
今
回
、
私
も
会
の
一

員
と
し
て
、
市
の
事
例
を
も
と
に
意
見

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

暖
冬
だ
っ
た
今
年
、
市
内
で
の
雪
の

事
故
は
少
な
か
っ
た
が
、
毎
年
、
雪
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

先
人
た
ち
が
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
き

た
生
活
の
知
恵
や
経
験
が
途
絶
え
か
か

っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
因
で
は
な
い

か
と
思
う
。
私
た
ち
に
と
っ
て
雪
は
や

っ
か
い
な
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
農
作

物
を
育
て
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
も
あ
る
。
雪
を
独
自
の
資
源
、
財
産

と
し
て
産
業
の
振
興
に
結
び
つ
け
る
努

力
と
、
雪
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
３
／
15
…
レ
ジ
カ
ウ
ン
ト
１
０
０
万

　

人
突
破
を
祝
う
（
道
の
駅
十
文
字
）

　

道
の
駅
十
文
字
で
の
記
念
セ
レ
モ
ニ

ー
に
出
席
し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
。

農
産
物
直
売
所
が
中
心
と
な
り
、
人
と

物
の
交
流
拠
点
と
し
て
進
化
し
続
け
て

い
る
の
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
、
農
産
加
工
品

な
ど
を
直
接
、
消
費
者
に
提
供
で
き
る

直
売
所
は
、
地
域
の
価
値
を
生
で
伝
え

ら
れ
る
大
き
な
力
で
あ
る
。
十
文
字
地

域
で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
他
地
域

に
も
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
安
全
で
安
心
な
横
手
の
農
産
物
を

発
信
す
る
活
動
を
今
後
も
全
力
で
応
援

し
て
い
き
た
い
。

　長男の野球応援に行ったときのこと。独り歩きを始
めたばかりの三男が、アスファルトの上で転んで額に
大きなコブをつくってしまった。タオルで冷やすのを
嫌がり大暴れされていると、そばにいたお母さんの１
人が「宮城県では砂糖をつけるよ」と言うので、水で
ぬらした後、砂糖をペタペタと付けてみることに。次
の日、擦り傷はあるものの腫れは見事にひいていた。
　あまりの驚きにいろんな人に教えたところ、岩手で
は卵白をつけるとの新情報も。地域によってさまざま
な知恵袋があるんだなと感心してしまった。
　ハンドベルサークル「ベルっこ♪ママ」には、九州
や関西出身のメンバーもおり、
練習の合間にお茶を飲みながら、
そんな“所変われば”の話をし
て盛り上がっている。ぜひ一度、
お茶しに来てみてたんせ～♪

草花との関わりを大切に…
■環境講演会（増田）
　３月15日、環境講演会が増田地区多目的研修センタ
ーで開催されました。これは、増田地域センター運営
協議会が、地域の自然環境について理解を深めてもら
おうと毎年行っているものです。
　この日は、雄勝野草の会副会長の鈴木房之助氏が『ふ
るさと花の彩り』と題して講演。「人々の食や生活文
化の中に息づいていた草花が、時代の変化とともに利
用されなくなってきた」と、名称の由来やその特徴を
解説しながら聴衆に語りかけていました。

安全安心な生活を守るために
■高齢者世帯で漏電点検（十文字）
　３月13日、県南電気工事協同組合（貴俵順吉理事長）
が、ひとり暮らしの高齢者を漏電事故から守ろうと、
十文字地域の９世帯の電気設備を点検しました。
　これは、同組合が平成15年からボランティアで行っ
ているもので、今年は10人が２組に分かれて各家々を
回り、屋内の配電盤の点検や、たこ足配線などがない
かを入念に確認していました。点検をしてもらった方
からは「自分では分からない場所も点検してもらい、
本当にありがたい」といった感謝の声がありました。 照明器具のほこりをぬぐい、点検する作業員

かんじきで早春の森を散策
■かんじきウォーキング２００９(横手)
　３月８日、かんじきを履いて森を歩く『かんじきウ
ォーキング2009』が、横手スキー場を発着とする全長
約２.５㎞のコースで行われました。この日参加した約
80人には、コースのしおり（小松田正司さん作成の図
面を使用）が配布され、これに従い早春の森を散策。
横手盆地や鳥海山などの眺めを楽しみながら心地よい
汗を流しました。また会場内には、わらの靴や帽子な
どを展示した『雪に親しむ博物館』や、動物との触れ
合いコーナーがあり、親子連れで大いに賑わいました。鳥海山などの眺めを楽しみながら散策する参加者たち

愛好者30組が楽しくプレー
■スポーツ交流大会ミニテニス（大森）
　３月７日、大森体育館で市スポーツ交流大会が行わ
れ、愛好者がミニテニスの試合を楽しみました。
　これは、生涯スポーツの振興と市民の体力づくりや
親睦を目的に、市体育指導委員会と教育委員会が主催
したもので、４回目の今大会には年代やペアの種別ご
とに設けられた６部門に、小学生から60代まで30組が
参加。ミニテニスは、ここ数年で愛好者が増えている
こともあり、和気あいあいとした雰囲気の中に、力強
いプレーや激しいラリーの応酬が見られました。幅広い年代の参加者がミニテニスのプレーを楽しみました

講演会では、植物の特徴をスライドで解説

主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
の
動
静（
２
月
中
旬
〜
３
月
中
旬
）

う
れ

な
ま
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情報～information～

稚魚の放流を行います
　横手川に鮭の稚魚二万匹を放流します。（雨天決行）
●日時／４月４日(土)午前10時～10時30分　●場所／旧
南郷小学校付近の横手川（山内南郷地区） ●対象／中
学生以下のお子さんと保護者　●問合せ／横手南ロータ
リークラブ 鶴田さん 　32-0220

南部エリア　各種イベント案内
【エコ・リサイクル作品展】大人の着物で作った子供用の
晴れ着など、衣類をリサイクルした作品を展示します。
●期間／４月４日(土)～29日(水)　●入場料／無料
【太巻き細工寿司教室】●日時／４月25日(土)午前10時～
●参加費／700円（材料費・保険料込）　●定員／30人　●
申込期限／４月18日(土)　●申込み／南部エリア　 26-
3880

つかえる英語講座
●日時／４月７日(火)・21日(火)、午後７時～９時　●
場所／かまくら館 ●内容／外国人教師による英会話 ●
受講料／１回1,000円（初回無料）●問合せ／若林さん 
　32-0077

リンパマッサージ、フットケア無料体験・説明会
　むくみ防止や健康管理などに効果があるリンパマッサ
ージの体験・説明会を行います。（事前申込みが必要）
●日時／４月10日(金)・12日(日)、午前10時～・午後１
時～　●場所／横手就業改善センター　●問合せ／浅利
さん 　090-7795-9286

社交ダンス講習会（初心者～中級者向）
　ダンスシューズのない方は上履きを持参してください。
●日時／４月９日(木)から毎週木曜日(月３回)、午後７
時50分～９時　●場所／雄物川就業改善センター　●参
加費／初回のみ無料、継続される方は諸経費がかかりま
す　●申込み／大日向さん 　32-7809
　
第22回 横手凧揚げ大会
●日時／４月12日(日)午前８時30分から受付　●場所／
グリーンスタジアムよこて駐車場　●参加費／無料、凧
のない方には手作り凧を１枚500円で販売します ●問合
せ／木島さん 　32-0706
　
龍生派秋田県南支部いけ花展
●期間／４月12日(日)～13日(月)、午前10時～午後６時
●場所／かまくら館　●入場料／無料　●問合せ／青山
さん 　42-4003

横手星の会『春の星座の探し方・星雲・星団の観察』
●日時／４月18日(土)午後７時～９時（雨天・曇天は中
止）　●場所／秋田ふるさと村第四駐車場　●参加費／
無料　●問合せ／武市さん 　33-3997

自然を愛する皆さんの集い
●日時／４月19日(日)午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町)　●参加費／800円（軽食付）  ●問合せ
／レストラン煉瓦屋 　33-2811

人と愛犬のための教室
●日時／毎月第２・第４土曜日、午後２時～４時　●場
所／旭ふれあい館　●参加費／2,000円（年間) ●内容／
初めて犬を飼う方への指導、犬のしつけ指導など　●問
合せ／(財)日本動物病院福祉協会秋田チーム「コロのし
っぽの会」佐藤さん 　36-1331

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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危
険
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扱
者
試
験

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
案
内
お

よ
び
受
験
願
書
は
、
市
消
防
本
部
ま

た
は
消
防
署
、
各
分
署
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
試
験
は
５
回
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
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付
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間
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６
月
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日(
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【
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】７
月
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日(
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ほ
か

◆
試
験
種
類
／
甲
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、
乙
種
、
丙
種

◆
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合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
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３
２
‐
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２
１
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ま
た
は
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消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
秋
田
県

　

支
部　

０
１
８
‐
８
３
６
‐
５
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７
３

平
成　

年
度
の
土
地
・
家
屋
評
価

額
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
市

内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
記
載

し
た
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
分
の
資
産

の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
他
の

資
産
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
縦
覧
期
間
中
は
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
も

で
き
、
自
分
の
資
産
の
評
価
額
や
課

税
標
準
額
、
税
額
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
く
際
は
、
申
請
者
の

身
分
を
確
認
す
る
た
め
の
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
４
月
１
日(

水)

〜
６

　

月
1
日（
月
）※
土
日
、
祝
日
を
除
く

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分

◆
縦
覧
場
所
／
市
財
務
部
資
産
税
課

　

（
横
手
庁
舎
２
階
）

◆
閲
覧
場
所
／
縦
覧
場
所
と
同
じ
、

　

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

◆
問
合
せ
／
市
財
務
部
資
産
税
課　

　
　

３
２
‐
２
１
１
１

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
券
を
支
給
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
各
地
域
局
福
祉
担

当
課
に
て
、
平
成
21
年
度
の
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
を
支

給
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑

と
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
方

◆
支
給
枚
数
／
年
間
12
枚
（
１
枚
あ

　

た
り
の
上
限
１
，
０
０
０
円
）

◆
問
合
せ
／
各
地
域
局
福
祉
担
当
課

　

ま
た
は
、
市
福
祉
環
境
部
高
齢
ふ

　

れ
あ
い
課　

３
５
‐
２
１
３
４

え
が
お
の
丘
水
泳
教
室

新
規
会
員
募
集

　

年
齢
や
目
的
に
応
じ
た
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ー
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
コ
ー
ス
／
学
童（
小
学
生
）、
成
人

　
（
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）、
レ
デ

　

ィ
ー
ス
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、
成
人

　
（
日
中
コ
ー
ス
）、
初
級
ア
ク
ア
教

　

室
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

※
学
童（
小
学
校
１
・
２
年
生
）の

　
　

新
規
申
し
込
み
は
、
４
月
12
日

　
　

(

日)

午
前
10
時
か
ら
え
が
お
の

　
　

丘
フ
ロ
ン
ト
に
て
受
け
付
け
ま

　
　

す
。
（
先
着
20
人
、
整
理
券
は

　
　

午
前
９
時
30
分
頃
配
布
予
定)

◆
受
講
料
／
月
謝
制

　
【
学
童
コ
ー
ス
】週
１
回
５
０
０
円

　
【
成
人
コ
ー
ス
】週
１
回
９
０
０
円

　

※
水
泳
後
の
温
泉
１
時
間
サ
ー
ビ

　

ス
付

◆
申
込
み
／
雄
物
川
温
泉
保
健
施
設

　

え
が
お
の
丘　

２
２
‐
２
２
２
１

外
国
人
の
た
め
の『
日
本
語
教
室
』

受
講
生
募
集

　

日
本
語
を
話
せ
な
い
在
住
外
国
人

の
方
で
、
６
か
月
以
上
続
け
て
受
講

で
き
る
方
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教

室
で
す
。
（
無
料
託
児
あ
り
）

◆
日
時
／
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
市
役
所
本
庁
南
庁
舎

◆
受
講
料
／
半
年
３
，
０
０
０
円

◆
申
込
み
／
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

ま
た
は
、
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室　

３

　

５
‐
２
１
５
８

横
手
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
を
対
象
と

し
た
講
座
（
入
門
）
で
す
。

◆
期
間
／
４
月
23
日(
木)

か
ら
、
毎

　

週
火
曜
・
木
曜
日
（
全
18
回
）

◆
時
間
／
午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
対
象
／
18
歳
以
上

◆
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と

　

し
て
１
，
２
０
０
円
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
17
日(

金)
◆
申
込
み
／
横
手
地
域
局
福
祉
課

　
　

３
２
‐
２
７
１
０

い
き
い
き
農
園
の
利
用
者
募
集

　

土
に
触
れ
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
、

野
菜
や
花
な
ど
を
育
て
る
楽
し
さ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
場
所
／
大
森
町
上
溝
字
白
山
１
９

　

８
番
２

◆
募
集
数
／
１
区
画(

約
２
０
０
㎡)

　

※
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

◆
申
込
方
法
／
大
森
地
域
局
産
業
振

　

興
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
よ
る

◆
申
込
期
限
／
４
月
17
日(

金)

◆
申
込
み
／
大
森
地
域
局
地
域
振
興

　

課　

２
６
‐
２
１
１
７

〝
今
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
〞
農
業
夢
プ

ラ
ン
応
援
事
業
実
施
の
お
知
ら
せ

　

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
等

を
対
象
と
し
て
、
農
業
機
械
や
加
工

な
ど
に
必
要
な
設
備
に
か
か
わ
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間
／
平
成
22
年
度
ま
で

◆
補
助
率
／
県
補
助
金
12
分
の
４
以

　

内
、
市
補
助
金
12
分
の
１
以
内

◆
問
合
せ
／
各
地
域
局
産
業
振
興
課

　

ま
た
は
、
市
産
業
経
済
部
農
政
課

　
　

４
５
‐
５
５
２
２

農
業
ヘ
ル
パ
ー
登
録
者
募
集

　

横
手
市
農
業
ヘ
ル
パ
ー
組
合
で
は
、

農
繁
期
の
農
作
業
（
軽
作
業
）
の
手

伝
い
を
行
う
農
業
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
齢
・
性
別
等
は
問

い
ま
せ
ん
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
／
（
財
）
横
手
市
み
ど
り

　

公
社　

３
５
‐
６
０
９
０

『
い
っ
ぷ
く
館
』利
用
期
間
変
更
の

お
知
ら
せ

　

今
年
度
か
ら
い
っ
ぷ
く
館
の
利
用

期
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
期
間
／
４
月
、５
月
、９
月
、10
月

◆
問
合
せ
／
い
っ
ぷ
く
館　

３
３
‐

　

１
０
２
８

大
曲
技
術
専
門
校

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
す
。

◆
講
習
・
期
日
／

　
【
１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

　

学
科
試
験
準
備
講
習
】４
月
14
日

　

(

火)

〜
17
日(

金)

　
【
Ｎ
Ｃ
旋
盤（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）

　

講
習
】４
月
15
日(

水)

〜
17
日(

金)

◆
定
員
／
各
講
習
10
人

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校　

０

　

１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

司
法
書
士
会
主
催
無
料
相
談
会

　

登
記
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
８
日(

水)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分
※
先
着
３
組

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
館

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
司
法
書
士
会　

　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
１
８
７

idobata  plaza
どばたプラザい

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

21
44/ 春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施

-命を守る７つのポイント--命を守る７つのポイント-
・寝たばこの禁止。
・ストーブは燃えやすいものから離して使用する。
・ガスコンロのそばを離れるときは必ず消火する。
・逃げ遅れ防止のため住宅用火災報知器を設置する。
・寝具やカーテンは防炎品を使用する。
・初期消火のため住宅用消化器を設置する。
・隣近所の協力体制を整える。

5～115～11
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
趣
味
の
大
澤

さ
ん
ご
夫
婦
。
昔
か
ら
歩
く
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、
約
10
年

前
か
ら
は
地
元
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
魅
力
に
つ
い

て
「
毎
日
同
じ
場
所
を
歩
い
て
い

て
も
、
少
し
ず
つ
違
う
景
色
が
見

ら
れ
る
。
四
季
を
直
に
感
じ
ら
れ

る
こ
と
」
と
語
る
日
出
夫
さ
ん
。

由
紀
子
さ
ん
は
「
た
だ
ひ
た
す
ら

歩
く
の
で
は
な
く
、
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
〝
あ

の
花
、
そ
ろ
そ
ろ
咲
い
た
か
な
。

見
に
行
っ
て
み
よ
う
〞
と
い
う
感

じ
に
、
ふ
ら
っ
と
出
か
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続

け
て
い
く
う
ち
に
、
気
づ
け
ば
足

腰
も
強
く
な
っ
て
る
し
、
良
い
こ

と
づ
く
し
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
目
標
は
「
孫
と

一
緒
に
駒
ケ
岳
を
歩
く
こ
と
」
だ

と
い
う
お
二
人
。
「
雪
が
溶
け
た

ら
本
格
的
に
活
動
開
始
で
す
！
」

と
、
は

つ
ら
つ

と
し
た

笑
顔
で

意
気
込

み
を
聞

か
せ
て

く
れ
ま

し
た
。
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　発足から25年の木曜稽古会は、毎週木曜
日と土曜日に横手武道館で練習に励んでい
ます。10代から80代が在籍している同会は、
市外からの参加者も多く、月１回は横手
市・大仙市・湯沢市との合同稽古会を行い、
互いの技術を磨き合っています。
　事務局の柏谷さんは「剣道は経験を積む
につれ、相手の動きがよく見えてくる。単
純に体力勝負というわけではないので、年
齢に関係なく続けられる生涯スポーツです。
子供たちには剣道の楽しさを知ってもらう
だけでなく、稽古場への一礼や練習相手へ
の一礼など、礼儀を重んじる武道の精神も
伝えていきたい」と語ります。小学生会員
の小田嶋くんは「練習は楽しい。気合が入
るのが分かる」と笑顔で話してくれました。
　技術と精神を学ぶ剣道。みなさんもぜひ
参加してみませんか。
◆問合せ　柏谷さん　32-1949

横手市剣道連盟

木曜稽古会

剣道サークル（横手）

 

小野寺　舞子さん
　 （24歳・増田）

　

舞
子
さ
ん
は
秋
田
ふ
る
さ
と
村
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
「
県
内
外
か
ら
だ
け
で
な
く
、
海
外

か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
だ
か
ら

こ
そ
、
横
手
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
帰
っ
て
も

ら
い
た
い
。
日
々
、
横
手
の
地
域
情
報
を
勉
強

中
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
？

　

お
客
さ
ん
か
ら
の
「
ま
た
来
る
よ
」
と
い
う

　

声
を
聞
い
た
と
き
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
や
地
域
の
お
客
さ
ん
が
来

　

る
の
で
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
接
客
が
で
き
る

　

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
で
も
、
海
外
か
ら

　

の
お
客
さ
ん
へ
の
接
客
は
緊
張
し
ま
す
ね
。

◆
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

買
い
物
や
日
帰
り
旅
行
に
行
き
ま
す
。
休
日

　

は
外
出
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
今
一
番

　

の
夢
は
、
韓
国
旅
行
に
行
く
こ
と
で
す
！

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。小野寺さんは、前
回の佐藤さんからのご紹介です。

駒ケ岳など山道も歩きます

【横手】

　

信
子
さ
ん
は
群
馬
県
東
吾
妻
町

出
身
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
就
職

し
た
東
京
の
会
社
で
夫
の
孝
治
さ

ん
と
出
会
い
、
21
歳
の
時
に
結
婚
。

結
婚
と
同
時
に
平
鹿
地
域
へ
移
り
、

33
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

現
在
、
孝
治
さ
ん
と
二
人
で
農

業
に
取
り
組
む
信
子
さ
ん
は
「
特

に
り
ん
ご
作
り
が
楽
し
い
で
す
ね
。

昔
は
、
怖
く
て
梯
子
に
上
れ
な
か

っ
た
の
に
、
す
っ
か
り
慣
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
は
に
か
み
ま
す
。

　

横
手
で
の
生
活
を
「
初
め
か
ら

不
安
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
外
国

に
来
た
か
と
思
う
く
ら
い
方
言
が

分
か
ら
な
く
て
困
り
ま
し
た
ね
。

近
所
の
方
々
が
色
々
と
親
切
に
し

て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
話
が
よ
く

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
て
…
話

の
前
後
で
予
想
し
て
解
釈
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た(

笑)

」
と

話
し
ま
す
。
ま
た
、
早
く
地
元
に

馴
染
む
た
め
に
〝
横
手
の
味
〞
を

義
母
や
近
所
の
方
か
ら
教
わ
っ
た

そ
う
で
「
本
当
に
近
所
付
き
合
い

が
良
く
て
感
激
し
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
際
に
は
、
お
手

製
の
〝
こ
ざ
き
ね
り
〞
を
用
意
し

て
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す

っ
か
り
地
元
の
味
を
伝
承
す
る
側

に
な
っ
た
信
子
さ
ん
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

 

■面積　     254k㎡
■人口 　 16,974人
■世帯　 5,832世帯

お の でら まい こ

鈴木　信子さん（54歳・平鹿） 
すず き のぶ こ

おお さわ ひ で お

ゆ き こ

大澤　日出夫さん（67歳）
　　　由紀子さん（66歳）

埼玉県

群馬県

東吾妻町
ひがし あが つま

こ
う

じ

新潟県

群馬県

栃木県

じ
か

は
し

ご

な

じ

けい こ
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児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【横手地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：30～13：15
12か月児健康相談（平成20年３月生まれ）
　日　時　４月６日（月）　受付9：30～10：30
１歳６か月児健診（平成19年９月生まれ）
　日　時　４月９日（木）　受付12：30～13：15
２歳児歯科健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　４月７日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成17年９月生まれ）
　日　時　４月10日（金）　受付12：30～13：15
ポリオ予防接種
　日　時　４月13日（月）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者　平成20年８月生まれ
　　２回目対象者　平成20年２月生まれ
　日　時　４月14日（火）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者　平成20年９月生まれ
　　２回目対象者　平成20年３月生まれ
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：50～13：10
12か月児健康相談（平成20年２月～３月生まれ）
　日　時　４月10日（金）　受付9：30～10：00
２歳児歯科健診（平成18年９月～10月生まれ）
　日　時　４月９日（木）　受付12：50～13：10
ポリオ予防接種
　日　時　４月16日（木）　受付13：00～13：20
　　２回目対象者　平成20年５月～６月生まれ
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　　（12か月児健康相談は大雄地域福祉センター）
４か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：45～13：00
７か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：45～13：00
12か月児健康相談（平成20年２月～３月生まれ）
　日　時　４月10日（金）　受付10：00～10：30
１歳６か月児健診（平成19年８月～10月生まれ）
　日　時　４月15日（水）　受付12：00～12：15
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　４月７日（火）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　４月９日（木）　受付12：50～13：20
12か月児健康相談（平成20年３月生まれ）
　日　時　４月７日（火）　受付9：30～9：50
１歳６か月児健診（平成19年８月～９月生まれ）
　日　時　４月16日（木）　受付12：50～13：20
３歳児健診（平成17年８月～９月生まれ）
　日　時　４月15日（水）　受付12：50～13：20
【山内地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：30～13：15
12か月児健康相談（平成20年３月生まれ）
　日　時　４月６日（月）　受付9：30～10：30
１歳６か月児健診（平成19年９月生まれ）
　日　時　４月９日（木）　受付12：30～13：15
２歳児歯科健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　４月７日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成17年９月生まれ）
　日　時　４月10日（金）　受付12：30～13：15

【大雄地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　　（12か月児健康相談は大雄地域福祉センター）
４か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：45～13：00
７か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　４月８日（水）　受付12：45～13：00
12か月児健康相談（平成20年２月～３月生まれ）
　日　時　４月10日（金）　受付10：00～10：30
１歳６か月児健診（平成19年９月～10月生まれ）
　日　時　４月15日（水）　受付12：00～12：15

談相
【市内全地域対象】
無料法律相談　■場所　市役所南庁舎相談室
　日　時　４月15日（水）　13：00～15：00
　問合せ　市総務企画部総務課　35-2161
【横手地域】
心配ごと相談所　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　４月２日・16日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　４月10日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】
無料法律相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　４月20日（月）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　増田福祉センター　45-4848
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　４月９日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　４月15日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　４月８日（水）　9：30～12：00
【大森地域】
無料法律相談所　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　４月17日（金）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　大森福祉センター　26-3274
心配ごと相談所　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　４月14日（火）　9：30～12：00
【十文字地域】
心配ごと相談所　■場所　幸福会館
　日　時　４月３日・17日（金）　9：30～12：00
【山内地域】
心配ごと相談所　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　４月７日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと相談・行政相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　４月10日（金）　9：30～12：00

療所診
【増田地域】　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　　　　　　診 療 日　４月1・8・15日（水）
　　　　　　　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　えがおの丘診療所
　　　　　　　診 療 日　４月1・8・15日（水）
　　　　　　　診療時間　14：30～15：30
　　　　　　大沢診療所
　　　　　　　診 療 日　４月６日（月）
　　　　　　　診療時間　13：30～14：30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　4月1・8・15日
増田図書館　　4月1・6・13日
平鹿図書館　　4月1・7・14日
雄物川図書館　4月1・8・15～17日
大森図書館　　4月1・7・14日
十文字図書館　4月1・8・15日
山内図書館　　4月1・4・5・11・12日
大雄図書館　　4月1・6・13日
雄物川資料館　4月6・13日
ゆっぷる　　　4月15日
えがおの丘　　4月6・13日
三吉山荘　　　4月7・14日
大森健康温泉　4月6・13日
ゆとりおん大雄　4月2・16日
南部エリア　　4月6・13日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　4月1・8・15日
　西部・南部　 4月4・5・11・12日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　4月6・13日

日当番医休
復古堂医院
熊谷医院

朝日が丘三丁目
寿町

　33-6021
　32-2163

４月５日（日）
４月12日（日）

４月５日（日）
４月12日（日）

石橋医師（石橋小児科医院）
岡田医師（岡田小児科医院）

受付18：00～21：00
診療18：30～21：30

平鹿総合病院 日曜夜間小児救急外来　　32-5124

血日程献
実施時間
10：00～12：00
13：00～16：00
10：00～11：30
14：30～16：00
10：00～10：50
11：10～12：00
13：15～14：15
14：30～16：00
10：00～10：45
12：00～12：45
13：00～14：00
14：20～15：10
15：30～16：30

実 施 場 所

ＪＡ秋田ふるさと本店
やすらぎの苑
伊藤建設工業（株）
平鹿農業共済
ＪＡ秋田ふるさと横手総合支店
よねや南店
ＪＡ秋田ふるさと平鹿総合支店
（株）三松商会秋田工場
（株）東翔
よねや浅舞店
みちのくコカコーラボトリング（株）・（株）モードアビリエ

月日・地域 種類
４月３日（金）
横　手

４月８日（水）
横　手

４月13日（月）
横　手

４月16日（木）
平　鹿

イオンスーパーセンター横手南店 全血

全血

全血

全血
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お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

フリガナ

横手市条里一丁目１番64号

横手市役所市長公室
　　広報広聴担当 行

PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝４月25日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

市報よ
こて

　　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

日本国秋田県横手市

４
（２/16～３/15日到着分）

１
2009

【提供】　横手エコ倶楽部 　24-1709

美容にも健康にもいい米ぬかパワー
こだわりの逸品『焙煎こまちぬか つるり～麺』

ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

◎市報４／１号読者プレゼントに応募しますか

１．はい　 　　　２．いいえ

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で掲載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

春の訪れを告げるふきのとう

春の訪れを告げるふきのとう

 

　栄養価が高いとわかって
いながら、これまで捨てら
れていた米ぬかを商品化し
ようと、横手エコ倶楽部が
開発した『焙煎こまちぬか 
つるり～麺』。横手産あきた
こまちの米ぬかで作る“焙
煎米ぬかパウダー”を使っ
た干しうどんで、米ぬかが
もたらす自然な甘さとつる
りとした喉ごしが特長です。材料だけでなく、製
麺や包装などもできる限り地元にこだわって生み
出された逸品は、県南の食材や素材を掘り起こす
昨年の『ふるさと特産品コンクール』で、絶大な支
持を受け食品部門の大賞を受賞しました。
　今回は、『焙煎こまちぬか つるり～麺』（200g×
３袋入り）を３名様にプレゼントします。

伝
統
行
事
に
つ
い
て

「
ま
る
く
な
っ
た
男
」さ
ん

（
70
歳
・
神
奈
川
県
）

　

か
ま
く
ら
行
事
の
み
な
ら
ず
、
横
手
市

に
は
２
０
０
年
も
連
綿
と
続
く
梵
天
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
時
代
も
変
わ
り
、
今
、
郷

土
の
お
祭
り
は
自
分
た
ち
の
満
足
だ
け
で

な
く
、
よ
そ
か
ら
来
る
お
客
さ
ん
も
楽
し

め
る
よ
う
に
変
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
若
い
人
の
知
恵
や
活
動
の
積

極
性
に
期
待
し
ま
す
。
大
学
進
学
な
ど
で

一
時
的
に
離
れ
て
も
、
郷
土
の
た
め
に
何

か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
い
と
思
い

ま
す
。
地
場
産
業
や
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
、
他
県
に
在
学
中
の
人
た
ち
に
声
を

か
け
て
い
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

か
ま
く
ら
デ
ビ
ュ
ー

「
も
う
す
ぐ
春
」さ
ん（
42
歳
・
横
手
）

　

４
歳
の
息
子
は
、
今
年
初
め
て
か
ま
く

ら
祭
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
日
中
と
違

い
灯
り
の
漏
れ
る
か
ま
く
ら
を
「
キ
レ
イ

だ
ね
〜
」
と
大
興
奮
で
の
ぞ
い
て
回
っ
て

い
ま
し
た
。
外
は
吹
雪
で
も
ほ
っ
こ
り
暖

か
い
か
ま
く
ら
の
中
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た

ち
か
ら
あ
っ
た
か
い
甘
酒
を
ご
ち
そ
う
に

な
り
大
感
激
。
「
ぼ
く
も
か
ま
く
ら
の
お

手
伝
い
す
る
よ
」
、
こ
う
し
て
横
手
っ
こ

が
横
手
の
お
祭
り
を
伝
え
、
支
え
て
く
れ

れ
ば
嬉
し
い
な
ぁ
〜
と
思
い
ま
し
た
。

エ
コ
と
エ
ゴ

「
ネ
コ
マ
マ
」さ
ん（
48
歳
・
横
手
）

　

ト
レ
ー
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ア
ル
ミ
缶
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
も
だ
い
ぶ
普
及
し
て
き
ま

し
た
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
混
じ
り
、
生
ゴ
ミ
や
家
庭
ゴ
ミ

が
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
収
集
日
に
き
ち
ん
と
出
せ
ば
済
む

は
ず
な
の
に
…
。
最
低
限
の
ル
ー
ル
は
守

ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

定
年
な
っ
て
も
ま
だ
休
ま
れ
ず

「
じ
ぃ
じ
ぃ
」さ
ん（
60
歳
・
横
手
）

　

60
歳
で
定
年
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
金
は
64
歳

で
満
額
支
給
の
た
め
、
一
部
い
た
だ
い
て

も
生
活
は
で
き
そ
う
に
な
い
…
。
こ
れ
が

現
実
と
知
り
、
仕
事
が
あ
る
う
ち
、
身
体

が
動
く
う
ち
は
働
く
こ
と
に
。
仕
事
が
あ

る
だ
け
幸
い
で
す
が
、
こ
れ
で
は
若
い
人

が
な
か
な
か
仕
事
に
つ
け
ず
、
複
雑
な
気

が
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ

る
自
分
と
若
者
の
フ
リ
ー
タ
ー
や
リ
ス
ト

ラ
な
ど
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
…
。

国
の
政
策
、
昔
に
戻
れ
と
思
い
ま
す
。

三
平
君
も
つ
づ
け
!!

「
横
手
を
愛
す
る
み
っ
ち
ゃ
ん
」さ
ん

（
74
歳
・
横
手
）

　

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
受
賞
で
、
今
「
お
く

り
び
と
」
が
大
ブ
ー
ム
で
す
。
そ
し
て
同

じ
滝
田
洋
二
郎
監
督
の
作
品
で
今
春
公
開

と
な
る
の
が
、
わ
が
愛
す
る
横
手
出
身
の

矢
口
高
雄
さ
ん
原
作
の「
釣
り
キ
チ
三
平
」。

幸
い
特
別
先
行
上
映
会
に
参
加
で
き
、
じ

か
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
映
画
か
ら
き
っ
と
ま
ち
お
こ
し
が
で
き

る
と
感
じ
ま
し
た
。
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

と
い
い
、
三
平
君
と
い
い
、
今
年
は
観
光

ブ
ー
ム
に
な
る
予
感
が
し
ま
す
。
さ
あ
、

横
手
を
全
国
へ
発
信
で
す
ね
。

ネ
ッ
コ
掘
り

「
Ｉ
ち
ゃ
ん
」さ
ん（
61
歳
・
十
文
字
）

　

図
書
館
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
た
『
60
年

前
の
え
に
っ
き
』
を
読
み
ま
し
た
。
小
学

生
の
と
き
、
夏
休
み
に
入
る
と
泥
炭
地
に

「
す
」で
小
屋
を
作
り
、
た
ど
ん
（
ネ
ッ
コ

を
掘
る
前
の
土
を
こ
ね
て
丸
め
る
）
を
干

し
て
ネ
ッ
コ
を
掘
り
乾
か
し
、
一
日
を
過

し
た
懐
か
し
い
体
験
が
思
い
出
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
ほ
か
に
も
き
っ
と
い
ま
す
よ
ね
、

大
雄
出
身
者
の
中
に
は
。

体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ

「
年
頃
か
あ
さ
ん
」さ
ん（
56
歳
・
大
雄
）

　

２
月
の
中
頃
、
連
休
を
利
用
し
て
ゆ
っ

く
り
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
読
書
を
し
て
過
ご

し
ま
し
た
。
す
る
と
月
曜
日
、
調
子
が
よ

く
な
い
。
体
を
動
か
さ
な
い
た
め
、
肩
が

こ
り
、
頭
が
重
く
、
股
関
節
も
ス
ム
ー
ズ

に
動
か
な
い
…
。
毎
日
体
を
動
か
す
こ
と

が
い
か
に
大
切
か
わ
か
り
ま
し
た
。
年
金

を
い
た
だ
く
頃
、
旅
行
や
楽
し
い
生
活
を

送
る
た
め
、
家
事
、
買
物
を
し
な
が
ら
運

動
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

昔
の
味
を
手
作
り
で

Ａ
・
Ｉ
さ
ん（
56
歳
・
横
手
）

　

女
性
セ
ン
タ
ー
の
太
巻
き
寿
司
教
室
の

様
子
を
公
民
館
報
で
見
ま
し
た
。
私
は
、

昨
年
行
わ
れ
た
「
と
う
ふ
カ
ス
テ
ラ
」
作

り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
運
動
会
な

ど
に
欠
か
せ
な
い
と
う
ふ
カ
ス
テ
ラ
が
自

宅
で
簡
単
に
お
い
し
く
作
れ
、
友
達
や
職

場
で
も
作
り
方
を
教
え
て
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
度
は
ぜ
ひ
太
巻
き
寿
司
の
作
り
方

も
覚
え
て
、
娘
た
ち
に
も
伝
え
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
、
そ
し
て
新
た
な
旅
立
ち
へ

「
卒
業
生
の
な
み
だ
」さ
ん

（
25
歳
・
宮
城
県
）

　

こ
の
３
月
に
県
立
衛
生
看
護
学
院
を
卒

業
し
、
い
よ
い
よ
引
越
し
の
日
が
近
づ
い

て
き
た
。
勉
強
で
辛
い
日
も
あ
っ
た
の
に
、

な
ぜ
か
こ
の
街
並
み
が
愛
し
い
。
毎
日
横

手
の
温
泉
に
通
い
、
見
知
ら
ぬ
人
同
士
が

打
ち
解
け
て
い
る
雰
囲
気
が
大
好
き
で
、

横
手
の
人
々
に
優
し
く
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
、
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
な

く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
、
私
は

横
手
が
好
き
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
て

い
る
。
今
後
は
故
郷
に
戻
る
が
、
横
手
の

思
い
出
を
大
切
に
し
て
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
横
手
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
ま
く
ら
に
想
う

「
横
手
の
バ
バ
」さ
ん（
54
歳
・
平
鹿
）

　

雪
国
横
手
を
象
徴
す
る
観
光
資
源
「
か

ま
く
ら
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
心
か

ら
そ
う
思
う
一
人
で
す
。
県
外
か
ら
家
に

来
る
お
客
さ
ん
を
、
何
回
か
ま
く
ら
館
に

連
れ
て
行
っ
た
こ
と
か
。
皆
、
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。
こ
こ
に
横
手
の
か
ま
く

ら
が
年
中
体
験
で
き
る
施
設
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
も
う
一
つ
、
二
つ
何
か
見
学
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
横
手
な
ら
で
は
の
も
の
を
も
っ
と

楽
し
め
る
の
に
…
。
ふ
る
さ
と
村
の
近
く

だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
ネ
。

散
歩「

岩
ち
ゃ
ん
」さ
ん（
57
歳
・
十
文
字
）

　

私
の
散
歩
コ
ー
ス
は
土
手
。
日
当
た
り

の
よ
い
斜
面
に
は
バ
ッ
ケ（
ふ
き
の
と
う
）

が
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
天
ぷ

ら
に
し
ま
し
た
。
一
足
早
く
春
の
味
覚
を

堪
能
し
ま
し
た
。

昔
の
納
豆
作
り

大
類
ア
ヤ
子
さ
ん(

85
歳
・
増
田)

　

昔
は
年
末
近
く
の
12
月
25
日
頃
に
な
る

と
、
自
宅
で
と
っ
た
豆
で
納
豆
を
作
り
ま

し
た
。
大
粒
な
豆
で
し
た
が
、
食
べ
る
と

と
っ
て
も
美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

時
に
よ
っ
て
ね
ば
り
が
よ
く
出
る
場
合
と

違
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
藁
も
な
く

で
き
ま
せ
ん
が
納
豆
は
大
好
き
で
す
。

　

３
月
１
日
号
で
〝
納
豆
作
り
の
巧
〞
を

掲
載
し
た
た
め
、
今
回
は
納
豆
を
題
材
に

し
た
お
便
り
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。

横
手
は
〝
納
豆
発
祥
の
地
〞
と
い
わ
れ
、

発
酵
食
品
の
代
表
格
で
も
あ
る
納
豆
。
横

手
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
食
品
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
横
手
に
は
、
全
国
に
誇
れ
る

素
材
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

ばい せん

のど

わ
ら

ア
イ
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佐々木 養助さん（77歳）

昭和６年、雄物川町生まれ。18歳
から建築業に勤め、15年程前から
船の製作に励む。今年７月に横手
市で開催される『第18回全国川サ
ミットin横手』で、雄物川中学校
の生徒たちが披露する川船の製作
指導にあたる。

ささき　ようすけ

慣れ親しんだ雄物川への思いが
　　巧を船作りへとかきたてる　　　　　　　

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
大
量
の
雪
溶
け
水
が
流
れ
込

む
雄
物
川
。
ウ
グ
イ
漁
の
季
節
に
な
る
と
、
そ
の
水
面

を
滑
る
よ
う
に
木
造
の
船
が
走
り
、
川
面
に
投
網
が
降

ろ
さ
れ
る
。
素
朴
で
懐
か
し
い
こ
の
情
景
は
、
現
在
も

見
ら
れ
る
地
域
伝
統
の
漁
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
は
、
漁
の
船
を
作
り
続
け
る
巧
の
存
在
が
あ
っ
た
。

　

主
に
巧
が
作
る
の
は
、
長
さ
約
10
ｍ
の
木
造
船
。
知

人
に
頼
ま
れ
、
試
し
に
と
作
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

製
造
工
程
は
、
底
板
に
側
板
を
つ
け
、
舳
先
を
曲
げ
、

１
年
間
の
乾
燥
を
経
て
完
成
す
る
も
の
。
特
に
舳
先
は
、

厚
さ
４
・
５
セ
ン
チ
の
底
板
の
先
端
を
蒸
気
で
蒸
し
、

少
し
ず
つ
曲
げ
る
と
い
う
繊
細
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
巧
は
、
船
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
こ
だ
わ
る
。
上

流
で
使
う
も
の
は
、
水
の
抵
抗
を
少
な
く
す
る
た
め
に

船
の
横
幅
を
狭
く
し
、
流
れ
が
安
定
し
て
い
る
下
流
で

は
横
幅
を
広
く
す
る
な
ど
、
使
う
場
所
に
よ
っ
て
船
の

形
を
変
え
る
。
そ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
加
減
は
、
雄
物

川
を
良
く
知
る
巧
な
ら
で
は
の
も
の
。
「
私
自
身
、
船

の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
な
い
。
船
を
使

う
人
が
私
に
と
っ
て
の
師
匠
な
ん
だ
」
と
、
巧
は
自
身

に
言
い
聞
か
す
よ
う
に
繰
り
返
す
。　

　

船
は
材
料
が
特
殊
な
上
、
漁
業
に
携
わ
る
人
が
減
っ

て
い
る
今
、
注
文
は
わ
ず
か
。
巧
は
「
手
間
暇
を
考
え

た
ら
割
り
の
合
わ
な
い
仕
事
だ
ろ
う
。
で
も
、
雄
物
川

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
身
近
な
存
在
。
こ
の
川
の
漁
業
に

携
わ
る
仲
間
と
船
を
作
る
、
こ
れ
が
一
番
の
楽
し
み
な

ん
だ
よ
」
と
微
笑
む
。
そ
の
視
線
の
先
に
は
、
巧
が
愛

す
る
雄
物
川
の
雄
大
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
た
。
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◎一般向け　　　　　　　    
　食卓の幸せ～喜作のキサクな話～／佐藤喜作〔平・雄〕
　定年！徘徊親父日記／すがかつゆき〔横〕
　人生の転機／西山昭〔増〕
　ヒトラーに抗した女たち／マルタ・シャート〔雄〕
　お子様おけいこごと事情／杉山由美子〔横・雄〕
　肉体マネジメント／朝原宣冶〔森〕
　芸術崇拝の思想／松宮秀治〔横〕
　英雄の書 上・下／宮部みゆき〔横・平・雄・森・十〕
  定本 納棺夫日記／青木新門〔平〕
  幸田文 しつけ帖／幸田文〔増・森〕
◎児童向け・絵本
　デモナータ８幕／ダレン・シャン〔横・増・雄・森・十〕
　国際公務員になるには／横山和子〔平・森〕
　虎と月／柳広司〔増〕
　ランドセルがやってきた／中川ひろたか〔横・森〕

◇４月23日は「子ども読書の日」◇
子どもたちが読書に親しむことを目的に国が定めた日
です。図書館では、絵本や児童書の特集をします。

４月１日から休館日と開館時間が一部変更となりました。
詳しくはお近くの図書館まで。

　

４
月
１
日
付
け
で
異
動
と
な
り
、

担
当
を
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〝
広
報
〞
の
腕
章
を
つ
け
、
走
り
続

け
た
こ
の
数
年
。
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
は
数
知
れ
ず
。
こ
の
仕

事
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
貴
重
な
体
験

や
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
取
材
を
し
、
記
事
に
す
る
と

い
う
こ
と
の
難
し
さ
、
そ
し
て
楽
し

さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
期
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
取
材
先
で
、
か
け

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
言
葉
、
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　
　

(

謙
功
＆
小
百
合
）
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　約15年前から出版されている「逆説の日本史」15巻
を読破された方も多いと思います。しかし、読み応え
はあるもののその内容の濃さに手こずったり、断念さ
れた方もいたのではないでしょうか。本書では、写真
やイラストが多く使用されているほか〝見る・体験す
る・味わう〟として史跡巡りの完全ガイドも掲載され
ているので、歴史の苦手な方でも分かりやすく、楽し
みながら読むことが出来るようになっています。
　著者・井沢氏は既成概念にとらわれず、独自の見解
で歴史を紐解いていきます。そして、考古学的に新し
いデータが出ると真摯に受け止め、自説を考え直す柔
軟さも持ち合わせています。諸説ある邪馬台国の所在
地は…ロマンあふれる古代の世界を味わえる一冊です。

増田図書館　副主査　石田裕子

　約15年前から出版されている「逆説の日本史」15巻
を読破された方も多いと思います。しかし、読み応え
はあるもののその内容の濃さに手こずったり、断念さ
れた方もいたのではないでしょうか。本書では、写真
やイラストが多く使用されているほか〝見る・体験す
る・味わう〟として史跡巡りの完全ガイドも掲載され
ているので、歴史の苦手な方でも分かりやすく、楽し
みながら読むことが出来るようになっています。
　著者・井沢氏は既成概念にとらわれず、独自の見解
で歴史を紐解いていきます。そして、考古学的に新し
いデータが出ると真摯に受け止め、自説を考え直す柔
軟さも持ち合わせています。諸説ある邪馬台国の所在
地は…ロマンあふれる古代の世界を味わえる一冊です。

増田図書館　副主査　石田裕子

　◆定例おはなし会（会場は各図書館）◆
・４月４日（土）午前10時30分／十文字          
・４月12日（日）午前10時30分／雄物川
・４月19日（日）午前10時30分／大森
・４月25日（土）午前10時／平鹿、午後２時／増田

　◆定例おはなし会（会場は各図書館）◆
・４月４日（土）午前10時30分／十文字          
・４月12日（日）午前10時30分／雄物川
・４月19日（日）午前10時30分／大森
・４月25日（土）午前10時／平鹿、午後２時／増田

◆◇市立図書館講座「読書会」参加者募集◆◇
古典作品を味わってみませんか。現在は『源氏物語』
を読み進めています。どなたでもご参加いただけます。
・開催日／毎月最終金曜日　　・場所／雄物川図書館
・申込み／雄物川図書館　22-2300

◆◇市立図書館講座「読書会」参加者募集◆◇
古典作品を味わってみませんか。現在は『源氏物語』
を読み進めています。どなたでもご参加いただけます。
・開催日／毎月最終金曜日　　・場所／雄物川図書館
・申込み／雄物川図書館　22-2300

図書館だより

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

新着図書の紹介

ビジュアル版　逆説の日本史
　　　　 井沢　元彦／小学館〔増〕

[　]内は所蔵館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

今月の一冊
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かまくら館に梵天を
展示しています

　雪国・横手にも待望の春が到来しました。春の花といえば
桜ですが、桜が開花すると一気に春めいてきて、華やかな気
持ちになります。今年のこの地方の開花は４月15日から20日
ごろ（３月18日現在）と予想されていますが、市内の桜名所で
も例年のように『さくらまつり』が開催されます。春の訪れと
横手の季節の豊かさを感じることのできる各地の桜名所に、
ぜひお出かけください。（各会場の開花状況やまつりのイベ
ント内容などに関しては、お問い合わせください）
【横手公園・金沢公園】
　◆期　間／４月15日（水）～26日（日）
　◆問合せ／横手商工会議所□32-1170
【真人公園】
　◆期　間／４月15日（水）～30日（木）
　◆問合せ／増田町観光協会□45-5515
【大森公園】
　◆期　間／４月15日（水）～５月２日（土）
　◆問合せ／大森町観光協会□26-2117

　かまくら館１階のサンルーム
に、今年の梵天コンクールで上
位に入賞した２本の梵天が展示
されています。これは、横手の
梵天のＰＲのため、絢爛豪華な
梵天を間近で見てもらおうと展
示しているものです。
　また、かまくら館には１年を
通じてかまくら気分が味わえる
ファンタジックギャラリーや、
横手の名産とお土産品を取りそろえた売店もありますので、
ぜひこの機会に足を運んでみてください。
◆梵天展示／信和会（梵天コンクール１等）、栄友和会（同２等）
　　　　　　の２本（常時展示しています）
【ファンタジックギャラリー（かまくら展示室）】
◆開館時間／午前９時～午後５時
◆入 館 料／４館共通入場券 100円（かまくら展示室のほか、
　　　　　　後三年の役金沢資料館、石坂洋次郎文学記念館、
　　　　　　横手城展望台に入場できます）
◆問 合 せ／かまくら館□33-7111

桜名所のさくらまつり


